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概要
短時間で簡単に設定するには ：

安全注意事項 → 6 ページ

危険シンボルについての説明
特別な指示が関連の章の該当箇所に記載されています。 こ の箇所は、

危険 #、 警告 " および注意 ! の記号で示されています。

Æ

設置 → 12 ページ

本装置の設置手順および設置条件 （寸法など） が記載されています。

Æ

配線 → 24 ページ

本装置は、 納入時に配線がほぼ完了し ています。

Æ

ディスプレイと操作キー → 30 ページ

デ ィ スプレ イ と操作キーの概要が記載されています。

Æ

ディスプレイ VU331 による設定 → 40 ページ

" 設定 " セ ク シ ョ ンでは、 本装置の電源投入方法 と機能チェ ッ ク方法を
説明し ます。

Æ

エンドレスハウザー社製操作プログラムによる設定 → 53 ページ

" 設定 " セ ク シ ョ ンでは、 本装置の電源投入方法 と機能チェ ッ ク方法を
説明し ます。

エン ド レ スハウザー社製操作プロ グ ラ ム （FieldCare） によ る操作の詳細に
ついては、 取扱説明書 BA027S/04 を参照し て く ださい。

Æ

トラブルシューティング → 60 ページ

運転中にエラーが発生し た場合は、 チェ ッ ク リ ス ト を使用し て
原因を突き止めます。

エラーを改善するために、 自分ででき る対策が記載されています。
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簡易操作説明

L00-FMP4xIxx-19-00-00-en-005

! 注意 ! 
この取扱説明書では、 本レベル伝送器の設置方法と設定方法について説明し ます。 本書には、 典
型的な測定作業に必要な機能がすべて考慮されています。
ほかに、 レベルフ レ ッ ク ス M には、 測定ポイ ン ト の最適化、 測定値の変換などの、 他の多 く の
機能が用意されています。 これらの機能は本書に記載されていません。

装置機能全体の概要については、 80 ページを参照し て く ださい。

すべての装置機能に関する 詳細な説明については、 BA366F - " 機能説明書 " を参照し てく ださ い。

取扱説明については、 ホームページ "www.endress.com" も参照し て く ださ い。

E+-

+

E+-

E

-

… …

…

KA283F/00/a2/01.08
71060891

71060891

DK2

DK1

SD

SD

UB

UB

DL

LL

LL

F

F
LI LI

UP

DI

DI

ELN

LN
E

  - 

E F DL DI

000

00
" "

01
" "

09
" "

04
" "

05
" "

0C
" "

092
" "

0A
" "

0A0
" "

002
" "

004
" "

005
" "

0%

006
" "

008
"  / "

059
" "

003
" "

008
"  / "

- " "

- " "

- " "
- " "

1 
- " "

= 100
¹ 100

09A
" "

09B
" "

0A1
" "

0A4
" "

333 = 

0A3
" "

(G
¾ 1 ½ BSP

¾ G 1½)
¾ 1 ½ NPT:

03
" "

032
" "

033
" "

034
" "

0.1 - 2

0E
" "

+ +

- " "

- " "

- " "
- " "

- " "

- " "

E = 0%  - 005
F =  - 006
D = DK2  -  0A6

L = DK1  - 0A5

D =  -  0A5
L =  - 0A6

 - 033LN =
UB =  - 059
UP =
SD =  - 015

I

I

L

L



概要 レベルフ レ ッ クス M FMP45   HART/4 - 20 mA

4 エン ド レスハウザー ジ ャパン



本機器を安全にご使用いただ く ために

エン ド レスハウザー ジャパン i

※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項 

1.1 指定さ れた用途

レベルフ レ ッ ク ス M FMP45 は、 液体における総レベル と界面レベルの連続測定用のコ ンパク ト
なレベル伝送器です。 測定原理 ： ガイ ド レーダー界面計／ TDR ： Time Domain Reflectometry （時
間領域反射測定法）

1.2 設置、 設定、 操作

レベルフ レ ッ ク ス M は、 最新技術水準の安全要求事項に適合し、 該当する規格および EC 規定
に準拠する よ う に設計されています。 ただし、 間違った設置、 または本来の用途以外の使用を
行った場合は、 適用上危険が生じ る可能性があ り ます （例えば、 不適切な設置／校正によ る測
定物のオーバーフ ロー）。 こ のため、 本装置の設置、 電源への接続、 設定、 操作、 維持は、 その
作業を行 う ための権限を施設のオーナーオペレータから付与された、 適切な訓練を受け資格を
所有する専門家が行って く ださい。 その専門家は、 本書を読んで理解し、 その指示に従って く だ
さい。 本装置の変更または修理は、 本書に明示的に許可されている場合に限って行 う こ と ができ
ます。

1.3 操作上の安全性

本測定装置は、 EN 61010-1 に準拠する一般安全要求事項と、 IEC/EN 61326 の EMC 要求事項、
さ らに NUMUR 推奨基準 NE 21 および NE 43 に適合し ています。

防爆区域

測定システムを防爆区域で使用する場合は、 該当する国家規格を遵守し て く ださい。 本装置に
は、 本書の一部であ る別冊の防爆マニュ アルが付属し ています。 本書に記載されている設置規
定、 接続値および安全注意事項を遵守し て く ださい。
• 作業者は全員、 適切な資格を所有する よ う にし て く ださ い。
• 測定および安全性に関する測定ポイ ン ト 要件を遵守し て く ださ い。
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1.4 安全に関する表記規則と 記号

本書では、 安全関連または代替操作手順を強調するために、 以下の表記規則を使用し ています。
各表記規則は、 余白に、 対応する シンボルで示されます。

安全注意事項

#
危険！
「危険」 は、 適切に行わなければ人体の損傷、 安全性を損な う 原因、 または装置の破壊を

招 く 行為／手順を強調し ます

"
警告！
「警告」 は、 適切に行わなければ人体の損傷、 または装置の不正な動作を招 く 行為／手順

を強調し ます

!
注意！
「注意」 は、 適切に行わなければ動作に間接的に影響する、 または装置の意図し ない応答

を招 く 行為／手順を強調し ます。

爆発防止

0
防爆認定装置
形式銘板にこ のシンボルが彫られている場合は、 認定に応じ て装置を防爆区域または非

防爆区域で使用でき ます。

-
防爆区域
このシンボルは、 本書の図中で防爆区域を示すために使用されます。 防爆区域内の装置、

またはそれらの装置用のケーブルには、 適切な爆発保護規定が必要です。

.
安全な区域（非防爆区域）
このシンボルは、 本書の図中で非防爆区域を示すために使用されます。 非防爆区域にあ

る装置も、 接続ケーブルが防爆区域内に延びる場合は、 やは り 防爆認定が必要です。

電気シンボル

% 直流電圧
DC 電圧が印加される、 または直流電流が流れる端子

& 交流電圧
交流電圧 （正弦波） が印加される、 または交流電流が流れる端子

) アース接続
オペレータからみて、 すでに接地システムによ り 接地されている アース端子

* 保護用接地線接続
装置への他の接続を行 う 前に、 接地に接続する必要のあ る端子

+
等電位接続
プラ ン ト の接地線システムに行 う 必要があ る接続 ：

この接続は、 国家や会社の慣習に従って、 等電位線またはス ター接地線システムなどの

タ イプにな り ます。

接続ケーブルの温度耐性
接続ケーブルが少な く と も 85 ℃の温度に耐え る必要があ る と い う 状態

t >85°C
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2 識別

2.1 装置の名称

2.1.1 型式銘板

装置の型式銘板には、 以下の技術データが示されています ：

L00-FMP4xxxx-18-00-00-en-001

図 1 レベルフ レ ッ クス M FMP45 の型式銘板上の情報（例）

互いに排他的なバージ ョ ンは リ ス ト に示されていません。

レベルフレックス M FMP45 のオーダリングインフォメーション

Made in Germany
D-79689 Maulburg

Dat./Insp.:

Order Code:

IP68 / NEM A 6PSe r.-No.:

4-wire

ENDRESS+HAUSER

t >85°CTA > 70° C :

D01301-A

if modification
see sep. labelX = Patent s

LEVELFLEX-M

90 … 253 V AC 3 ,5VA
10, 5 … 32 V D C 1W
16 … 3 V DC 0 ,8W

Profibus PA
Foundation F ieldbus

LN= PN=

4 … 20 mA HAR T 2 -wire

10 認定
A 非防爆

F 非防爆＋ WHG

1 ATEX II 1/2 GEEx ia IIC T6/IECEx Zone 0/1

2 ATEX II 1/2 DAlu blind cover

3 ATEX II 1/2G EEx em (ia) IIC T6/IECEx Zone 0/1

4 ATEX II 1/3 D

5 ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6、 ATEX II 1/3 D

6 ATEX II 1/2G EEx ia IIC T6、 WHG

7 ATEX II 1/2G EEx d (ia) IIC T6

8 ATEX II 1/2G EEx ia IIC T6、 ATEX II 1/3D、 WHG

G ATEX II 3 G EEx nA II T6

C NEPSI Ex em(ia) IIC T6

I NEPSI Ex ia IIC T6

J NEPSI Ex d(ia) IIC T6

Q *NEPSI DIP

R NEPSI Ex nA II T6

M FM DIP - Class II、 Division 1、 Group E-G N.I.

S FM IS - Class I/II/III、 Division 1、 Group A-G N.I.

T FM XP - Class I/II/III、 Division 1、 Group A-G

N CSA General Purpose

P CSA DIP - Class II、 Division 1、 Group G+coal dust、 N.I.

U CSA IS - Class I/II/III、 Division 1、 Group A-D、 G+coal dust、 N.I.

V CSA XP - Class I/II/III、 Division 1、 Group A-D、 G+coal dust、 N.I.

K TIIS Ex d (ia) IIC T1

L TIIS Ex d (ia) IIC T2

Y 特殊

20 プロセス温度
A -200 ～ +280 ℃ (XT) 

B -200 ～ +400 ℃ (HT)

Y 特殊
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30 プローブ：
A ..... mm、 ロープ 4mm、 316

C ..... イ ンチ、 ロープ 1/6"、 316

K .....mm、 ロ ッ ド 16 mm、 316L

L ..... mm、 コ アキシ ャル、 316L

M ..... イ ンチ、 ロ ッ ド 16 mm、 316L

N ..... イ ンチ、 コ アキシ ャル、 316L

Y 特殊

40 プロセス接続：
AFJ 2" 150lbs RF、 SUS 316 ／ 316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AGJ 3" 150lbs RF、 SUS 316 ／ 316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

AHJ 4" 150lbs RF、 SUS 316 ／ 316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

ARJ 2" 300/600lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

ASJ 3" 300/600lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

ATJ 4" 300lbs RF、 SUS 316 ／ 316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

A1J 2" 1500lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

A2J 3" 1500lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

A3J 4" 600lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

A4J 4" 900lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

A5J 4" 1500lbs RF、 316/316L フ ラ ンジ ANSI B16.5

CHJ DN100 PN10/16 B1、 SUS 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 C）

CRJ DN50 PN10-40 B1、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 C)

CSJ DN80 PN10-40 B1、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 C)

CTJ DN100 PN25/40 B1、 SUS 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 C）

C1J DN50 PN63 B2、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 E)

C2J DN50 PN100 B2、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 E)

C3J DN80 PN63 B2、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 E)

C4J DN80 PN100 B2、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 E)

C5J DN100 PN63 B2、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 E)

C6J DN100 PN100 B2、 316L フ ラ ンジ EN1092-1 (DIN2527 E)

KFJ 10K 50 RF、 SUS 316L フ ラ ンジ JIS B2220

KGJ 10K 80 RF、 SUS 316L フ ラ ンジ JIS B2220

KHJ 10K 100 RF、 SUS 316L フ ラ ンジ JIS B2220

K3J 63K 50 RF、 316L フ ラ ンジ JIS B2220

K4J 63K 80 RF、 316L フ ラ ンジ JIS B2220

K5J 63K 100 RF、 316L フ ラ ンジ JIS B2220

GGJ ネジ接続、 ISO228 G1-1/2、 200bar、 316L

GJJ ネジ接続、 ISO228 G1-1/2、 400bar、 316L、 高圧テス ト

RGJ ネジ接続、 ANSI NPT1-1/2、 200bar、 316L

RJJ ネジ接続、 ANSI NPT1-1/2、 400bar、 316L、 高圧テス ト

YY9 特殊

50 電源；出力：
B 2 線式 ； 4-20mA SIL HART

D 2 線式 ； PROFIBUS-PA

F 2 線式 ； FOUNDATION Fieldbus

G 4 線式 90-250VAC ； 4-20mA SIL HART

H 4 線式 10.5-32VDC ； 4-20mA SIL HART

K 2 線式 ； 4-20mA HART、 界面計測

Y 特殊

60 操作：
1 一体型 ( 標準）

2 4 行デ ィ スプレ イ VU331、 反射波形現場表示

3 FHX40、 分離デ ィ スプレ イ ( ア ク セサ リ ） 対応

9 特殊

70 プローブのタイプ：
1 コ ンパク ト 、 基本バージ ョ ン

3 電子部分雛型、 ケーブル 3 m、 上部電線口

4 電子部分雛型、 ケーブル 3 m、 側部電線口

9 特殊

80 ハウジング：
A アル ミ ニウ ム F12 ハウジング、 塗装、 IP68

B SUS316L F23 ハウ ジング、 IP68

C アル ミ ニウ ム T12 ハウジング、 塗装済み、 IP68

D T12 アル ミ ニウ ム、 塗装済み IP68 NEMA6P + 過電圧保護、 ハウジング

Y 特殊
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90 グランド / 電線口
2 ケーブルグ ラ ン ド  M20x1、 5

3 電線管口 G ½
4 電線管口 ½ NPT

5 PROFIBUS PA M12 プラ グ

6 7/8" FF プラ グ

9 特殊

100 追加オプション：
A 追加オプシ ョ ンな し

B EN10204-3.1 接ガス部金属材料証明書
(SUS316L, ロ ッ ド , コ アキシ ャル接液部）

C EN10204-3.1 接ガス部金属材料証明書
(SUS316L, ロープ）

N EN10204-3.1 NACE MR0175 金属材料証明書
(SUS316L, 接液部）

U * ガス フ ェーズ補償 250mm/10" リ フ ァ レン ス ロ ッ ド 、 EN10204-3.1 
金属材料証明書、 NACE MR0175 (316L 接液部）

V * ガス フ ェーズ補償 450mm/18" リ フ ァ レン ス ロ ッ ド 、 EN10204-3.1 
金属材料証明書、 NACE MR0175 (316L 接液部）

Y 特殊

FMP 45- 仕様コー ド ( 全仕様完了）

⇓

プローブ長をご記入ください

mm

イ ンチ／ 0.1 イ ンチ

プローブ長 LN ： → 41 ページ
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2.2 納入範囲

" 警告 ! 
" 製品の受入、 輸送、 保管 " （12 ページ） に示されている、 測定装置の開梱、 輸送、 保管に関す
る指示に必ず従って く ださい !

納入範囲の構成は、 以下の とお り です ：
• 組立済みの装置
• エン ド レ スハウザー社製操作プロ グ ラ ム （同梱の CD-ROM）
• ア ク セサ リ （8 章を参照）

添付文書 ：
• 簡易取扱説明書 （基本設定／ ト ラブルシューテ ィ ング） ： 装置に収納
• 取扱説明書 （本書）
• 認定書 ： 本書に含まれていない場合。

! 注意 ! 
取扱説明書 BA366F - " 機能説明書 " は、 同梱の CD-ROM に含まれています。

2.3 証明と 認定

CE マーク、適合宣言
本装置は最新技術水準の安全要求事項に適合する よ う 設計され、 検査を受けて安全に操作でき
る こ と が確認された う えで、 工場から出荷されています。 本装置は、 EC 適合宣言に記載の、 該
当する規格および規定に準拠し てお り 、 し たがって、 EC 指令の法的要件を遵守し ています。
エン ド レ スハウザー社では、 本装置が試験に合格し ている こ と を、 CE マーク を付けて証明し て
います。

2.4 登録商標 

KALREZ®、 VITON®、 TEFLON®

E.I. Du Pont de Nemours & Co. （Wilmington、 USA） の登録商標です。

TRI-CLAMP®

Ladish & Co., Inc. （Kenosha、 USA） の登録商標です。

HART®

HART Communication Foundation （Austin、 USA） の登録商標です。

PulseMaster®

Endress+Hauser GmbH+Co. （Maulburg、 Germany） の登録商標です。 
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3 設置

3.1 ク イ ッ ク 設置ガイ ド

L00-FMP45xxx-17-00-00-en-003

3.2 製品の受入、 輸送、 保管

3.2.1 受入

梱包と中身について損傷跡の有無をチェ ッ ク し ます。 荷をチェ ッ ク し、 不足品が無いこ と、 納入
物が注文と一致し ている こ と を確認し ます。

3.2.2 輸送

" 警告 ! 
18 kg を超える装置の安全注意事項および輸送条件に従って く ださ い。 輸送の際は、 プローブ
ロ ッ ド をつかんで本装置を持ち上げないよ う にし て く ださい。

3.2.3 保管

保管および輸送の際は、 本装置を衝撃から保護される よ う に梱包し て く ださい。 それには、 オ リ
ジナルの梱包材を使用する と最適に保護でき ます。
許容保管温度は、 － 40 ℃～＋ 80 ℃です。

3

1

2

60

1 "½

AF 60
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3.3 設置条件

3.3.1 寸法

ハウジングの寸法

プロセス接続と プローブタ イプ→ 14 ページ 

L00-F12xxxx-06-00-00-en-001

L00-T12xxxx-06-00-00-en-001

L00-F23xxxx-06-00-00-en-001

ENDRESS+HAUSER

65 78

85

15
0

Ø
 1

29

ENDRESS+HAUSER

78

85

65

16
2

94

Ø
 1

29

104

Ø
 1

29

15
0

40
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レベルフ レ ッ ク ス M FMP 45 　 - プロセス接続、 プローブ タ イプ

ハウジング寸法は、 13 ページを参照し て く ださい。

L00-FMP45Ixx-06-00-00-en-001

88

88

12
3

27
65

80

Ø 76

4 x Ø 8.5

15
0

HT 400 °C XT 280 °C

3 x Ø 8

20 15

25

10
0

Ø 76

Ø 81
23

6 26
3

20

Ø 10

40

26
0

Ø 16 Ø 42.4 

Ø 22 

SW 60 SW 60

15
9

15
9

33
8

3737

Ø 90Ø 90

Ø 90 Ø 90

Ø 60

Ø 60

Ø 60

Ø 60

13
2

31
1

13
2

M10x1.0

Ø 21.3

Ø 42.4

½ ½
½

½ ½
½

Ø

½”



レベルフ レ ッ ク ス M FMP45   HART/4 - 20 mA 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 15

3.4 界面計測の設置説明

界面計測用エレ ク ト ロ ニク ス 仕様のレ ベルフレ ッ ク ス  M は、 界面計測に理想的なソ リ ュ ーショ ン
です。 こ の装置では、 界面と 総レ ベルが変化する 場合に、 それら を同時に測定でき ま す。

L00-FMP4xIxx-15-00-00-en-001

界面計測では、 次の条件を遵守する必要があ り ます。

• 上部測定物の比誘電率は既知であ り 、一定でなければな り ません。 比誘電率マニュ アル SD106F
によ り 、 比誘電率を決める こ と ができ ます。 また、 界面の厚さが既知の場合は、 FieldCare で比
誘電率を自動的に計算でき ます。 → 59 ページ 

• 上部測定物の比誘電率は 10 を超えてはいけません。
• 上部測定物と下部測定物の比誘電率の差は >10 でなければな り ません。
• 界面の最小厚さは 60 mm でなければな り ません。
• 界面付近のエマルジ ョ ン層は信号を大幅に弱めますが、 50 mm までのエマルジ ョ ン層までは測

定が可能です。
• 界面計測の測定レ ンジは 10 m に制限されています。 それ以上の測定レ ンジが必要な場合はお

問い合わせ く ださい。

DK2

DK1

DK2

DK1

60 mm
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3.4.1 電子部

HART プロ ト コルの動的変数を使用する と、 複数のプロセス変数を出力でき ます。 このプロセス
変数は、 動的変数 （1 次の値、 2 次の値、 3 次の値、 4 次の値） に自由に割 り 当てでき ます。

3.4.2 HART ループコ ンバータ  HMX50 の使用：

HART プロ ト コルの動的変数は、 HART ループコ ンバータ HMX50 を使用し てそれぞれ 4 ～ 20 
mA に変換でき ます。 HMX 50 では、 変数は電流出力に割 り 当て られ、 測定レンジは個々のパラ
メ ータに割 り 当て られます。

L00-FMP40xIx-04-00-00-en-004

図 2 HART ループ コ ンバータ HMX50 の接続図 ( 例 ： 受動 2 線装置と電流出力 ( 電源と し て接続））

HART ループコ ンバータ HMX50 はオーダー番号 71063562 で入手でき ます。
追加資料 ： TI429F および BA371F

HART プロトコルの動的
変数

プロセス変数の割当て コメント

1 次の値 （PV） • 界面 （デフ ォル ト ）

• 総レベル

• 上部測定物 （上層） の厚さ

"1 次の値 " は 4 ～ 20mA 電流出力

に割 り 当て られます。

2 次の値 （SV） • 総レベル （デフ ォル ト ）

• 界面

• 上部測定物 （上層） の厚さ

—

3 次の値 （TV） • 上部測定物（上層）の厚さ （デフ ォル ト ）

• 界面

• 総レベル

• 総レベル信号の振幅

—

4 次の値 （QV） 界面レベル信号の振幅 変数割当てな し
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3.5 界面計測の詳細設置説明

枕型タ ン ク、 縦タ ン ク、 地下タ ン クへの設置

• 外筒管／内筒管にはコ アキシ ャルプローブも し く はロ ッ ド プローブを使用し て く ださ い。 測定
レ ンジが長い特殊バージ ョ ン と し て分割型プローブを使用でき ます。

• 内筒管にコ アキシ ャルプローブも し く はロ ッ ド プローブを使用する場合は、 壁からの距離は限
定されません。 ロ ッ ド プローブの場合、 プローブ と壁が接触し ないよ う に設置する必要があ り
ます。

L00-FMP4xIxx-17-00-00-xx-002

! 注意 ! 
ローププローブ と ロ ッ ド プローブは、 特定の状況下のみでタ ン ク内に設置でき ます。
詳細については、 エン ド レ スハウザー社にお問い合わせ く ださい。

内筒管または外筒管への取り付け
• パイプ直径が 40 mm 以上ではロ ッ ド プロー

ブを使用する こ と ができ ます。
• ロ ッ ド プローブは、 直径 100 mm まで設置可

能です。 直径が大きい場合は、 コ アキシャル
プローブをお使い く ださい。

• 接合部分が内側へ突き出していても、約 5 mm
までであれば、 測定に影響はあ り ません。

• パイプの直径は指定されていません。
• ロ ッ ド プローブの場合、 プローブ と壁が接触

し ないよ う に設置する必要があ り ます。 必要
であれば、 プ ロ ーブの終端でセ ン タ リ ン グ
デ ィ ス ク を使用し て く ださい。

! 注意 ! 
界面計測にはプラ スチ ッ ク製のセン タ リ ン
グデ ィ ス ク を使用し て く ださい （→ 57 ペー
ジのア ク セサ リ 参照）。

L00-FMP4xIxx-17-00-00-xx-003
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3.6 設置の説明

3.6.1 設置キッ ト

フ ラ ンジ取付に必要な工具に加えて、 以下の工具が必要です ：

• アダプタ取付 ： 60 mm スパナ （1½" 用）、 50 mm スパナ （¾" 用）。
• 4 mm 六角レ ンチ （ハウジングの回転用）。

3.6.2 プローブを短く 切断する

ロ ッ ド プローブ

タ ン ク床または排出コーン までの距離が 50 mm 未満の場合は、 ロ ッ ド プローブを短 く 切断する
必要があ り ます。 ロ ッ ド プローブのロ ッ ド は、 のこ ぎ り で切るか、 下端で切 り 離すこ と によ って
短 く 切断し ます。

コ アキシャルプローブ

タ ン ク床または排出コーン までの距離が 10 mm 未満の場合は、 コ アキシ ャルプローブを短 く 切
断する必要があ り ます。
コ アキシ ャルプローブは、端部から最大 80 mm まで短 く 切断する こ と ができ ます。 このプローブ
には、 ロ ッ ド をパイプの中心に固定する、 セン タ リ ングデ ィ ス ク が内部に付いています。 セン タ
リ ングデ ィ ス クは、 フ ラ ンジによ ってロ ッ ド に取 り 付け られます。 切断は、 セン タ リ ング位置よ
り 約 10 mm 下まで可能です。

! 注意 ! 
G 1½" アダプターシール
DIN 3852 part 1、 ス ク リ ュープラ グフ ォーム A に対応し たシールが添付されます。 DIN 7603 規定
のシール リ ング （48 x 55 mm） が使用されます。
この規格のシール リ ング （A、 C、 D） および耐久性のあ る材質を使用し て く ださ い。

振れ対策のためのプローブ支持

Ex 認定用 ：
長さ 3 m 以上のプローブには支持が必要です （図参照）。

コ アキシ ャルプローブ

L00-FMP4xIxx-17-00-00-xx-004
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3.6.3 既存バイ パスチャ ンバのディ スプレ ーサから の更新

レベルフ レ ッ ク ス M は、 バイパスチャ ンバにあ る従来のデ ィ スプレーサシステムを容易に交換
でき ます。 エン ド レ スハウザー社では、 規格の DIN と  ANS フ ラ ンジの他に、 Fischer や 
Masoneilan バイパスチャ ンバ （特殊製品） に適し たフ ラ ンジ も用意し ています。 レベルフ レ ッ ク
ス M の メ ニューガイ ド操作を利用する と、 短時間で設定が可能です。 部分的に液が充填されて
いれば交換も でき ます。 その際にウ ェ ッ ト 校正は不要です。

利点 ：
• 可動部品な し、 保守作業は不要です。
• 温度、 密度、 液面の波立ちや振動などの影響を受けません。
• ロ ッ ド プローブを簡単に縮めた り 、交換でき ます。 本体機器でプローブを簡単に調整でき ます。

L00-FMP4xIxx-17-00-00-en-002

更新計画の指針 ：
• 通常、 ロ ッ ド プローブを使用し ます。 150 mm （界面計測の場合は 100 mm） までの金属ハウ ジ

ング内に設置する場合、 コ アキシ ャルプローブの利点を最大限利用でき ます。
• プローブ と壁が接触し ていないこ と を確認する必要があ り ます。 必要な場合は、 プローブの下

部終端でセン タ リ ングデ ィ ス ク を使用し ます （特殊製品）。
• セン タ リ ングデ ィ ス ク のバイパスチャ ンバ内径を出来るだけ正確に適応させ、 プローブ終端の

操作を確実に行 う 必要があ り ます。

界面計測の追加情報

• パイ プの直径は指定さ れていま せん。必要な場合はコ アキシャ ルプロ ーブを使用し てく ださ い。
• ロ ッ ド プローブの場合、 プローブ と壁が接触し ないよ う に設置する必要があ り ます。 必要であ

れば、 プローブの終端でセン タ リ ングデ ィ ス ク を使用し て く ださ い。

! 注意 ! 
界面計測にはプラ スチッ ク製のセン タ リ ングデ ィ ス ク を使用し て く ださい （→ 57 ページのア ク
セサ リ 参照）。
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3.6.4 断熱材を使用する場合の設置

• 熱放射、 熱対流によ る電子部の過熱を防ぐため、 プロセス温度が高い場合 （≧ 200 ℃） には
FMP 45 を タ ン ク断熱部に設置し て く ださ い。

• 断熱材は図の "MAX" と示し た位置を超えないよ う にし て く ださい。

フ ラ ンジ JIS 50 ～ 100A とのプロセス接続

L00-FMP45xxx-17-00-00-en-001

ネジ G 1 1/2" および 1 1/2"NPT とのプロセス接続

L00-FMP45xxx-17-00-00-en-002

°

°

°°

°

°

°°
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3.6.5 特殊な取付状況に関する注意

プローブ と容器の接合

" 警告 ! 
プローブを容器に接合する前に、 プローブを低抵抗接続によ って接地し てお く 必要があ り ます。
低抵抗接地が不可能な場合は、 HF モジュールだけでな く 、 電子機器も取 り 外し ておいて く ださ
い。 このよ う な措置を怠る と、 電子機器が損傷を受ける可能性があ り ます。

斜めの取付
• 機械的理由によ り 、 ロ ッ ド プローブはでき る

だけ液面と垂直に取 り 付けて く ださい。
• 斜めに取 り 付ける場合、 設置角度によ ってプ

ローブの長さ を制限し なければな り ません。

- 最大 1 m ＝ 30°
- 最大 2 m ＝ 10°
- 最大 4 m ＝ 5°

L00-FMP4xIxx-17-00-00-en-048
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3.6.6 プロセス接続への到達が困難な場合の設置

電子部分離型での設置

• → 19 ページの設置に関する指示に従って く ださ い。
• 図のよ う に壁も し く はパイプ （必要に応じ て縦または横） にハウ ジングを取 り 付けて く ださい。

L00-FMP4xxxx-17-00-00-en-015

! 注意 ! 
保護ホースは、 これらの箇所 （1） では、 分解でき ません。

電子部分離型では、 プロセス接続で最大 280 ℃または 400 ℃ （装置のバージ ョ ンによ る） の温
度が許容されます。 プローブ と電子部と を結ぶ接続回線 （2） の周囲温度は、 105 ℃を超えない
で く ださい。 電子部分離型の場合は、 プローブ、 接続ケーブル、 およびハウ ジングで構成され
ています。 完成品一式で注文の場合は、 組み立て られた状態で納品されます。

Ø

Ø

Ø

Ø

Ø
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3.6.7 ハウジングの回転

取付後、 デ ィ スプレ イ と端子室にア ク セス しやす く するために、 ハウ ジングを 350° まで回転
させる こ と ができ ます。 ハウジングを必要な位置まで回すには、 以下のよ う に進めます ：

• 止めネジ （1） を緩めます。
• 必要な方向に、 ハウジング （2） を回し ます。
• 止めネジ （1） を締め付けます。

L00-FMP41Cxx-17-00-00-en-002

3.7 設置後のチェ ッ ク

本装置を設置完了後、 以下のチェ ッ ク を行います ：

• 装置に損傷はないか？ （目視検査）
• プロセス温度、 プロセス圧力、 周囲温度、 測定レ ンジなどの測定ポイ ン ト の仕様と、 装置が一

致し ているか？
• 測定ポイ ン ト 番号と ラベルの貼付は正しいか？ （目視検査）
• 降雨および直射日光から装置が十分に保護されているか？ （→ 57 ページを参照）

11

2 2
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4 配線

4.1 ク イ ッ ク 配線ガイ ド

F12 ／ F23 ハウジングの配線

L00-FMP41CIx-04-00-00-en-001

Made in Germany 
D-79689 Maulburg 

Dat./Insp.: 

Order Code: 

IP6 8 /  NEMA 6P Se r. -N o. : 

4-wire 

ENDRESS+HAUSER 

t >85° C TA > 70° C :  

D01301-A 

if modification 
see sep. label X =  Patents 

LEVELFLEX-M 

90 … 253 V A  C 1  VA 
10, 5 …  32 V D  C 1  W 
16 … 3  V D  C 0  ,8 W 

Profibus PA 
Foundatio n F  ieldbus 

LN= PN = 

4 …  20 mA HA RT 2-wire 

1 2  3 4 

# 

4 

5 

6 

2 

3 

7 

1 

7 

8 - 

- 

" 

1 2 
L- L+ 

3 4 4 
I+ I- I- 

E N D R E S S + H A U S E R 

ENDRESS+H AU SE R 

～



レベルフ レ ッ ク ス M FMP45   HART/4 - 20 mA 配線

エン ド レスハウザー ジャパン 25

T12 ハウジングの配線

L00-FMP41Cxx-04-00-00-en-002

Made in Germany 
D-79689 Maulburg 

Dat./Insp.: 

Order Code: 

IP6 8 /  NEMA 6P Se r. -N o. : 

4-wire 

ENDRESS+HAUSER 

t >85° C TA > 70° C :  

D01301-A 

if modification 
see sep. label X =  Patents 

LEVELFLEX-M 

90 … 253 V A  C 1  VA 
10, 5 …  32 V D  C 1  W 
16 … 3  V D  C 0  ,8 W 

Profibus PA 
Foundatio n F  ieldbus 

LN= PN = 

4 …  20 mA HA RT 2-wire 

2 

- 

- 

1 2  3 4 

4 

3 

1 

5 

1 2 
L- L+ 

7 

8 

3 4 
I+ I- 

"  (1)  

 (7)  

 (8)  

  
 (XA)  

 M  

 (2)  

 (3)   (4)  

 (5)  

 ( ) 

 (4)   10 12 Nm  

 (2)  
(    40 Nm)
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4.2 計測ユニ ッ ト の接続

端子室

3 種類のハウジング タ イプがあ り ます。
• アル ミ ニウ ムハウジング F12、 シールド された端子室

- 標準
- EEx ia

• アル ミ ニウ ムハウジング T12、 独立端子室
- 標準
- EEx e
- EEx d
- EEX ia （過電圧保護回路付）

• ステンレ ス スチール 1.4435/316L ハウジング F23
- 標準
- EEx ia

取付後、 デ ィ スプレ イ と端子室にア ク セス しやす く するために、 ハウ ジングを 350° まで回転さ
せる こ と ができ ます。

L00-FMR2xxxx-04-00-00-en-019

装置データは、 型式銘板に、 アナロ グ出力と電源に関する重要な情報 と共に記載されています。 
配線における " ハウ ジングの回転 " （→ 23 ページ） を参照し て く ださい。

HART の負荷

HART 通信用の最低負荷抵抗 ： 250 Ω

アース接続

EMC 耐性を確保するために、 ハウジング外側のアース端子に、 良好なアース接続を行 う 必要が
あ り ます。

ケーブルグラ ン ド

端子

ケーブルの断面積が 0.5 ～ 2.5 mm2

電線口

ケーブルグ ラ ン ド ： M20x1.5 （EEx d の場合の電線口）

タイプ クランピング領域

標準、 EEx ia、 IS プラ スチッ ク M20x1.5 5 ～ 10 mm

EEx em、 EEx nA 金属 M20x1.5 7 ～ 10.5 mm
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電線口 ： G ½ または ½ NPT

供給電圧

HART、 2 線

以下の値が機器本体の端子間電圧と な り ます。 

HART 残留 リ ッ プル、 2 線 ： Uss ≤ 200 mV

消費電力

最小 60 mW、 最大 900 mW

消費電流 

過電圧保護

可燃性の液体のレベル計測のために計測装置を使用する際に、 DIN EN 60079-14、 テス ト 手順の
基準 60060-1 （10 kA、 パルス 8/20 µs） に従って過電圧保護を行 う 必要があ る場合は、 以下の項
目が適用されます。
• T12 ハウジング内で過電圧保護 （600 V ガスチューブサージアレ ス タ） を実装し た計測装置を

使用する場合は、 8 ページの製品概要を参照し て く ださい。
または

• 適切な対策を講じ る と （外部保護装置、 例えば HAW262Z） こ の過電圧保護が得られます。

通信 消費電流
端子間電圧

最小 最大

HART
標準

4 mA 16 V 36 V

20 mA 7.5 V 36 V

EEx ia
4 mA 16 V 30 V

20 mA 7.5 V 30 V

EEx em

EEx d

4 mA 16 V 30 V

20 mA 11 V 30 V

固定電流、 電流調整 （例えばソーラー電

源操作） （HART によ って測定値が伝送

されている場合）

標準 11 mA 10 V 36 V

EEx ia 11 mA 10 V 30 V

HART マルチド ロ ップモードでの固定電流 標準 4 mA1)

1) 電源起動時は 11mA を出力 （消費） し ます。

16 V 36 V

EEx ia 4 mA1) 16 V 30 V

通信 消費電流 消費電流／消費電力

HART、 2 線 3.6 ～ 22 mA —
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4.2.1 エンド レ スハウザー社製 RMA422 ／ RN221N による HART 接続

L00-FMP40xIx-04-00-00-en-002

4.2.2 その他の電源と の HART 接続

L00-FMP40xIx-04-00-00-en-003

" 警告 ! 
HART 通信抵抗が電源ユニ ッ ト に組み込まれておらず、 HART イ ン ターフ ェ イ ス を使用する場合
は、 通信抵抗 250 Ω を 2 線ラ イ ンに挿入する必要があ り ます。

1 2 3 4

HART
DXR375

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) Ô

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

FMP40: LIC0001
ONLINE

1  GROUP SELECT
2  PV 8.7 m

HELP SAVE

dsdmdmdf das.asdas faasas la. FieldCare

FieldCare

FXA191/FXA195

FXA193

DC 

PLC

4 20mA
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4.3 推奨する接続方法

4.3.1 等電位接続

等電位接続を、 本装置の外部アース端子 （1） に接続し ます。

L00-FMP41Cxx-17-00-00-en-003

4.3.2 シールド 付き ケーブルの配線

" 警告 ! 
防爆用途では、 本装置のセンサ側だけを接地し ます。 安全注意事項の詳細については、 防爆区域
の適用に関する別冊マニュ アルを参照し て く ださい （→ 78 ページ）。

4.4 保護等級

• ハウジング密閉時 ：
- ハウジング F12 ／ T12 ： IP68、 NEMA6P （水面下 1.83 m で 24 時間）
- ハウジング F23 ： IP69K （電線口 M20 G ½ および NPT ½ を併用）
- IP66、 NEMA4X

• ハウジング開放時 ： IP20、 NEMA1 （デ ィ スプレ イの気密保護を含む）

4.5 接続後のチェ ッ ク

本装置を配線後、 以下のチェ ッ ク を行います ：
• 端子の割当ては正しいか？ （→ 24 ページおよび→ 25 ページ参照）
• ケーブルグ ラ ン ド は締ま っているか？
• ハウジングふたは、 し っか り ネジ込まれているか？
• 電源供給があ る場合 ：

装置は運転準備でき ているか、 液晶デ ィ スプレ イは表示されるか？

11

F12/F23 T12 
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5 操作

5.1 ク イ ッ ク 操作ガイ ド  

L00-FMP4xIxx-19-00-00-en-002
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5.1.1 操作メ ニュ ーの全般構造

操作 メ ニューは、 2 つのレベルから な り ます ：
• 機能グループ (00、01、03、…、0C、0D)： 

本装置の各操作オプシ ョ ンは、 異なる機能グループに大き く 分割されています。 利用可能な機
能グループには、 以下の機能が含まれています ： " 基本設定 "、 " 安全設定 "、 " 出力 "、 " 表
示ディスプレイ "、 など。

• 機能 (001、002、003、…、0D8、0D9)：
各機能グループは、 1 つまたは複数の機能で構成されます。 この機能では、 本装置の実際の操
作または設定を行います。 こ こ で、 数値を入力し、 パラ メ ータ を選択し、 保存する こ と ができ
ます。 " ĕĬĻĜčġĐ "；基本設定 (00) フ ァ ン ク シ ョ ングループで使用可能な機能には、 " ĞĻĖĢĖĜĐ "；
タンク特性（002）、 " ĪĽĹĜěĘĻġļĚČĻ "；プロセスコンデション (004)、 " ĔĵğČđĜĐ "；空（0%）調整 
(005) などがあ り ます。

例えば本装置の用途を変更する場合、 以下の手順を行います ：

1. " ĕĬĻĜčġĐ "；基本設定 (00) 機能グループを選択し ます。

2. " ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性 (002) 機能を選択し ます （タ ン ク レベルを選択し ます）。

5.1.2 機能の識別

機能 メ ニュー内での位置を簡単に確認するために、 デ ィ スプレ イには、 機能ご と に位置が表示
されます。

L00-FMRxxxxx-07-00-00-en-005

最初の 2 桁は、 機能グループを識別し ます ：

3 桁目は、 機能グループ内で、 個別の機能の番号にな り ます ：

以下のセ ク シ ョ ンで、 この位置は常に、 記載の機能名の後ろに括弧で示し ます （例えば
" ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性 (002)）。

• " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 00
• " ďĻĜļĻ ĜčġĐ "；安全設定 01
• " ģĔļęďĚļĊěĢ "；長さの調整 02
. . .

• " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 00 → • " ĞĻĖ ĢĖĜĐ "；タンク特性 002
• " ĪĽĹĜěĢĖĜĐ "；プロセス特性 004
. . .
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5.2 ディ スプレイ と 操作キー

表示は 4 行 （各行 20 文字） です。 キーの組み合わせによ って、 デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト を
調整でき ます。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-en-001

VU331 LCD 表示デ ィ スプレ イは、 操作しやす く するために、 スナッ プフ ィ ッ ト を押すだけで取
り 外すこ と ができ ます （上図を参照）。 デ ィ スプレ イは、 500 mm ケーブルで本装置に接続する こ
と ができ ます。

5.2.1 ディ スプレイ

液晶デ ィ スプレ イ （LCD） ：

L00-FMP4xIxx-07-00-00-en-002
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5.2.2 シンボル表示

液晶デ ィ スプレ イに表示される シンボルを以下の表に示し ます。

5.2.3 キー割り 付け

操作部はハウジングの内部に配置されています。 ハウ ジングのふたを開ける と、 操作でき ます。

各キーの機能

シンボル 意味

ALARM_SYMBOL（アラームシンボル）
本装置がア ラーム状態の と きに、 このア ラームシンボルが表示されます。 シンボルが点滅し

ている と きは、 警告を示し ています。

LOCK_SYMBOL （ロックシンボル）
本装置がロ ッ ク さ れたと き 、 すなわち入力不可の場合に、 こ のロ ッ ク シン ボルが表示さ れ

ま す。

COM_SYMBOL（通信シンボル）
HART を経由し たデータ伝送が進行中の と きに、 この通信シンボルが表示されます。

キー 意味

O または V 選択 リ ス ト 内を上向きに移動し ます。

機能内の数値を編集し ます。

S � または W 選択 リ ス ト 内を下向きに移動し ます。

機能内の数値を編集し ます。

X または Z 機能グループ内を左向きに移動し ます。

F 機能グループ内を右向きに移動し、 確認し ます 。

O および F
または

S および F
液晶デ ィ スプレ イ LCD のコ ン ト ラ ス ト 設定

O および S および F

ハード ウ ェア ロ ッ ク／ロ ッ ク解除

ハード ウ ェア ロ ッ ク後は、 デ ィ スプレ イ または通信によ る本装置の操作は

不可能と な り ます !

ロ ッ ク解除は、 デ ィ スプレ イでのみ実行でき ます。 ロ ッ ク解除をするには、

リ リ ース コード を入力する必要があ り ます。
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5.3 本装置での操作

5.3.1 設定モード のロッ ク

レベルフ レ ッ ク スは、 装置データ、 数値、 または工場出荷設定が許可な く 変更されないよ う に、
2 通 り の方法で保護する こ と ができ ます ：

" ĹčĖĔĐĚļČĨĽĵİĎĞĎ "；ロック解除パラメーター (0A4)：

値 <> 100 （例えば 99） を、 " ｼﾝﾀﾞﾝ " ； 診断 (0A) 機能グループの " ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解
除パラ メ ーター (0A4) に入力する必要があ り ます。 ロ ッ クは、デ ィ スプレ イに  シンボルで示さ
れ、 デ ィ スプレ イ または通信でも う 一度解除する こ と ができ ます。

ハー ド ウ ェ アロ ッ ク ：

本装置は、 O キーと S キーと F キーを同時に押すと ロ ッ ク されます。 ロ ッ クは、 デ ィ スプレ
イに  シンボルで示され、 デ ィ スプレ イで O キーと S キーと F キーを同時に押し た場合に
限って再び解除する こ と ができ ます。 通信では、 ハード ウ ェアのロ ッ ク を解除する こ と は でき
ません。 本装置がロ ッ ク されていて も、 パラ メ ータはすべて、 表示する こ と ができ ます。

⇒ O キー と S キーと  F キーを同時に押す

⇓

⇓
LOCK_SYMBOL が LCD に表示される。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.3.2 設定モード のロッ ク 解除

本装置がロ ッ ク されている と きに、 デ ィ スプレ イでパラ メ ータの変更を試みる と、 本装置の
ロ ッ ク を解除する よ う 自動的に求められます ：

" ﾛｯｸｶｲｼﾞｮﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； ロ ッ ク解除パラ メ ーター (0A4) ：

レベルフ レ ッ ク スのロ ッ クは、 以下の リ リ ース コード を （デ ィ スプレ イ または通信で） 入力す
る こ と によ って解除でき ます。

100 ＝ HART 装置の場合

ハー ド ウ ェ アのロ ッ ク解除 ：

O キー と S キーと F キーを同時に押し た後、 リ リ ース コード を入力する よ う 求められます。

100 ＝ HART 装置の場合

" 警告 ! 
全センサの特性など、 特定のパラ メ ータ を変更する と、 測定システム全体の多 く の機能、 特に
測定精度に影響する こ と があ り ます。 通常はこ う いったパラ メ ータは変更する必要はあ り ませ
ん。 し たがって、 こ う いったパラ メ ータは、 エン ド レ スハウザー社のサービ ス部門だけが管理
し ている特殊な コード で保護されています。 不明な点については、 エン ド レ スハウザー社にお問
い合わせ く ださい。

⇒ O キー と S キーと  F キーを同時に押す

⇓
リ リ ース コード を入力し、 F キーで確定し ます。

⇓

ENDRESS + HAUSER

E+–
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5.3.3 工場出荷設定（ リ セッ ト ）

" 警告 ! 
リ セ ッ ト を行 う と、 本装置が工場出荷設定に戻 り ます。 これによ って、 測定が正常に機能し な く
な る こ と があ り ます。 一般に リ セ ッ ト 後は、 基本設定を も う 一度行 う よ う にし て く ださ い。

リ セ ッ ト は、 以下の場合に限って必要にな り ます ：
• 本装置が機能し な く なった場合
• 本装置を、 あ る測定ポイ ン ト から別のポイ ン ト に移動させる必要があ る場合
• 本装置を取 り 外し、 保管し てから設置する場合

ユーザー入力 （" ﾘｾｯﾄ " ； リ セ ッ ト (0A3)） ：

• 333 ＝ユーザーのパラ メ ータ

333 ＝ユーザーのパラ メ ータのリ セ ッ ト

不明の " 履歴 " を も った装置を、 他の用途で使用する と きは、 この リ セ ッ ト を行 う よ う お勧め
し ます ：
• レベルフ レ ッ ク スはデフ ォル ト 値に リ セ ッ ト されます。
• ユーザー固有のノイズ反射除去機能は削除されません。
• タ ン ク マ ッ プは、" ĔĖğČđĜčġĐ "；拡張設定 (05) 機能グループの " ĭčĩĽĻĖļ ĚČđĕČ "；マッピングの

消去 (055)  機能で削除でき ます。
• テーブルの値は保持されますが、" ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが " ĶĤď "；リニアに

切 り 替わ り ます。 保持されたテーブルは、 " ĶĤďĵĐĜļĎĚČĻ "；リニアライゼーション (04) 機能グ
ループで、 再び有効にする こ と ができ ます。

リ セ ッ ト の影響を受ける機能の リ ス ト ：

• タ ン ク マ ッ プは、" ｶｸﾁｮｳｾｯﾃｲ "；拡張設定 (05) 機能グループの " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｼｮｳｷｮ "；マ ッ ピング
の消去 (055) 機能で削除でき ます。

• 完成させた " ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 (00) は有効にする必要があ り ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

• " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 (002)

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 (003)

• " ﾌﾟﾛｾｽ ﾄｸｾｲ " ； プロセス特性 (004)

• " ｶﾗﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整 (005)

• " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 (006)

• " ｾｯﾁ " ； 設置 (007)

• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (010)

• " ｱﾗｰﾑｼﾞ ﾉ ｼｭﾂﾘｮｸ " ； ア ラーム時の出力 (011)

• " ｴｺｰﾅｼｼﾞﾉｼｭﾂﾘｮｸ "；エコー無し時の出力 (012)

• " ﾁｴﾝｼﾞｶﾝ " ； 遅延時間 (014)

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ " ； 安全距離 (015)

• " ｱﾝｾﾞﾝ ｷｮﾘ ﾅｲ " ； 安全距離内 （016）

• " ﾌﾟﾛｰﾌﾞ " ； プローブ (032)

• "PV ｾﾝﾀｸ " ； PV 選択 (035)

• "SV ｾﾝﾀｸ " ； SV 選択 (036)

• "TV ｾﾝﾀｸ " ； TV 選択 (037)

• " ﾚﾍﾞﾙ / ｱﾚｰｼﾞ " ； レベル / アレージ (040)

• " ﾘﾆｱﾗｲｾﾞｰｼｮﾝ " ； リ ニア ラ イゼーシ ョ ン (041)

• " ﾕｰｻﾞｰ ﾀﾝｲ " ； ユーザー単位 (042)

• "max. ｽｹｰﾙ " ； 最大スケール (046)

• " ﾖｳｷ ﾁｮｯｹｲ " ； 容器直径 (047)

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾚﾝｼﾞ " ； マ ッ ピングレ ンジ (052)

• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｲｼ " ； マ ッ ピング開始 (053)

• " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト  (057)

• " ｼｭﾂﾘｮｸ ｾｷﾌﾞﾝ " ； 出力積分 (058)

• " ｼｭﾂﾘｮｸﾁ ﾉ ｼｷｲ " ； 出力の下限 (062)

• " ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸﾓｰﾄﾞ " ； 電流出力モード (063)

• " ｺﾃｲﾃﾞﾝﾘｭｳﾁ " ； 固定電流出力値 (064)

• "4mA ﾁ " ； 4mA 値 (068)

• " ｹﾞﾝｺﾞ " ； 言語 (092)

• " ﾎｰﾑ ﾍ ﾓﾄﾞﾙ " ； ホームへ戻る (093)

• " ﾋｮｳｼﾞ ｹｲｼｷ " ； 表示形式 (094)

• " ｼｮｳｽｳﾃﾝ ｲｶ ﾉ ｹﾀ " ； 小数点以下の桁 (095)

• " ｼｮｳｽｳﾃﾝﾉｷｬﾗｸﾀｰ " ； 小数点のキ ャ ラ ク ター (096)

• " ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾚｲｱｳﾄ " ； デ ィ スプレ イ レ イ ア ウ ト  (098)

• " ﾛｯｸ ｶｲｼﾞｮ ﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ "；ロ ッ ク解除パラ メ ーター (0A4)

• " ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾊﾟﾗﾒｰﾀｰ " ； アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ー

ター (0A8)

• " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ 2" ； 測定物特性 2 (018)
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5.4 エラ ーメ ッ セージの表示と 確認

エ ラーのタ イプ

設定または測定中に発生し たエラーは、 本体デ ィ スプレ イに直ちに表示されます。 2 個以上のシ
ステム／プロセスエラーが発生し た場合は、 も っ と も優先度の高いエラーがデ ィ スプレ イに表
示されます。

この測定システムでは、 以下のタ イプのエラーが識別されます ：
• A（アラーム）：

装置では定義されている状態にな り ます （例えば、 最大 22 mA）。 点灯の  シンボルで示され
ます。
（コード の説明について→ 61 ページ）

• W（警告）：
装置では測定が継続され、 エラー メ ッ セージが表示されます。
点滅する  シンボルで示されます。
（コード の説明について→ 61 ページ）

• E（アラーム／警報）： 
設定可能です （例えば、 反射な し、 安全距離内のレベルなど） 点灯／点滅の  シンボルで示
されます。
（コード の説明について→ 61 ページ）

エ ラー メ ッ セージ

エラー メ ッ セージが、 デ ィ スプレ イに 4 行のテキス ト で表示されます。 さ らに一意のエラーコー
ド も表示されます。 エラーコード の説明について→ 61 ページ 
• " ĚĻĞļĻ "；診断 (0A) 機能グループに、 現在のエラーと、 最後に発生し たエラーを表示させる こ

と ができ ます。
• 複数のエラーが保留中になっている と きは、O キーまたは S キーを使用し てエラー メ ッ セー

ジを ス ク ロールし ます。
• 最後に発生し たエラーは、" ĚĻĞļĻ "；診断 (0A) 機能グループの " ĜļĻĔĐħĒĵĎħĚČđĕČ "；前回のエラー

の消去 (0A2) 機能を使用し て削除でき ます。

5.5 FieldCare

FieldCare は FTD テ ク ノ ロ ジによ るエン ド レ スハウザー社製プラ ン ト アセ ッ ト 管理ツールです。 
FieldCare を使用する こ と によ り 、 エン ド レ スハウザー社の装置すべて、 および FDT 規格に対応
するその他の メ ーカーの装置を設定する こ と が可能です。 以下のオペレーテ ィ ングシステム
（OS） に適合し ます ： WinNT4.0、 Win2000 および Windows XP。

FieldCare は次の機能をサポー ト し ています。
• オン ラ イ ンでの機器調整
• 反射波形を介し ての信号解析
• タ ン ク の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン
• 機器データのロード、 セーブ （ア ッ プロード／ダウ ン ロード）
• 測定ポイ ン ト の （機器設定） ド キ ュ メ ン ト 作成

接続オプシ ョ ン
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191 と コ ンピ ュータの RS 232 C シ リ アルポー ト を介し た HART
• コ ミ ュボ ッ ク ス FXA195 と コ ンピ ュータの USB ポー ト を介し た HART
• セグ メ ン ト カプラ と PROFIBUS イ ン タ フ ェース カード を介し た PROFIBUS PA

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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メ ニューガイ ド によ る設定

反射波形を介し ての信号解析

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-033

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-034
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5.6 HART 通信

ローカル操作は別と し て、 HART プロ ト コルによ って、 本装置を設定し、 測定値を表示させる
こ と も でき ます。 操作に使用でき るオプシ ョ ンは、 2 つあ り ます ：
• 汎用ハン ドヘル ド操作ユニ ッ ト  HART Communicator 375 によ る操作。
• 操作プロ グ ラ ム （例えば FieldCare） を使用するパーソナルコ ンピ ュータ （PC） によ る操作 （接

続について→ 28 ページ）。

5.6.1 ハンド ヘルド ユニッ ト  Field Communicator 375 による操作

Field Communicator 375 ハン ドヘル ド ユニ ッ ト では、 装置のすべての機能を メ ニュー操作によ っ
て設定でき ます。

L00-FMPxxxxx-07-00-00-yy-005

! 注意 ! 
• HART ハン ドヘル ド ユニ ッ ト の詳細については、Field Communicator 375 に同梱の取扱説明書を

参照し て く ださい。
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6 設定

6.1 機能チェ ッ ク

測定ポイ ン ト を運転開始する前に、 最終チェ ッ ク がすべて完了し た こ と を確認し ます ：
• チェ ッ ク リ ス ト " 設置後のチェ ッ ク " （→ 23 ページ）。
• チェ ッ ク リ ス ト " 接続後のチェ ッ ク " （→ 29 ページ）。

6.2 測定装置の電源投入

本装置を初めてオンする と、 デ ィ スプレ イに以下の メ ッ セージが表示されます ：

⇒
⇓ 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

⇓ 5 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

⇓ F キーを押し てから 5 秒後、 以下の メ ッ セージ

が表示されます。

言語を選択し ます （本装置を初回にオンする と、

こ の メ ッ セージが表示されます）。

⇓
基本単位を選択し ます。

（本装置を初回にオンする と 、 こ の メ ッ セージが

表示されます）

⇓
現在の測定値 PV （界面層） および SV （レベル）

が標準設定で表示されます。

⇓  F キーを押し た後、 グループセレ ク シ ョ ンに進

みます。

こ のセレ ク ショ ン で基本設定を 行う こ と ができ

ま す。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.3 " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "； 基本設定

L00-FMP4xIxx-19-00-00-en-001
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ほ と んどの用途で、 基本設定だけで十分設定を済ませる こ と ができ ます。
レベルフ レ ッ ク スは、 ほ と んどの場合にアプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ （本装置を自動的に測定
条件に適合させるパラ メ ータ） だけを入力すればよいよ う に、 最初に恒常で、 注文されたプ
ローブ長に対し て校正されます。 ゼロ点と スパン F の工場調整は、電流出力を備えたモデルでは 
4 mA と  20 mA、 デジ タル出力とデ ィ スプレ イモジュールでは 0％と 100％です。
現場で、 または遠隔操作で、 手動または半自動入力のテーブルに基づ く 最大 32 点の リ ニア ラ イ
ゼーシ ョ ン機能を有効にする こ と ができ ます。 こ の機能を使用する と、 レベルを体積と質量単位
に変換でき、 界面と総レベルに対する影響が一様にな り ます。
複雑な測定操作には、 特定の要件に合わせるために、 場合によ ってレベルフ レ ッ ク スのカ ス タ
マイ ズ用の追加機能が必要にな り ます。 これに使用でき る機能の詳細については、BA366F – " 機
能説明書 " を参照し て く ださい。

" ĕĬĻ ĜčġĐ "；基本設定 (00) の機能を設定する と きは、 以下の指示に従って く ださ い ：
• → 30 ページ に記載されている機能を選択し ます。
• 機能によ っては （例えば、 " ﾌﾖｳﾊﾝｼｬﾏｯﾋﾟﾝｸﾞﾉｶｲｼ " ； 不要反射マ ッ ピングの開始 (053)）、 デー

タ入力を確定する よ う 求められます。 O キーまたは S キーを押し て、 " ĨĐ " ； はいを選択し、

F キーを押し て確定し ます。 これで、 こ の機能が開始し ます。
• 設定可能な期間中にキーを押さ ない と （→ 機能グループ " ĩČđĚļ ġļĆěĪĽĸĎ "；表示ディスプレイ

(09)）、 ホームポジシ ョ ン （測定値表示） に自動的に戻 り ます。

! 注意 ! 
• 本装置は、 データ入力中も引き続き測定を行います。 すなわち現在の測定値が信号出力から通

常通 り 出力されます。
• 反射波形モード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が遅 く

な り ます。 し たがって、 測定ポイ ン ト の最適化完了後、 反射波形モード を解除する よ う お勧め
し ます。

• 停電の場合、 事前設定値と設定値はすべて、 EEPROM にそのま ま安全に格納されています。

" 警告 ! 
すべての機能の詳細については、 操作 メ ニューの概要と同様に、 BA366F - " 本体機能説明書 " に
記載されています。 この説明書は、 同梱の CD-ROM にあ り ます。
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6.4 VU331 での " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "； 基本設定

機能 " ｿｸﾃｲﾁ " ； 測定値 (000) 

この機能では、 現在の測定値が選択し た単位で表示されます（" ĳĎęļĎ ĞĻĐ "；ユーザー単位 (042)
機能を参照）。 " ĚČđěđġĻĐĔħėĞ "；小数点以下の桁 (095) 機能で、小数点の後の桁数を選択する こ と

ができ ます。
PV および SV 選択の標準設定は以下の とお り です。
PV が界面層に対応、 SV ＝総レベル

6.4.1 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ "； 基本設定 (00) 

機能 " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性 (002)

この機能は、 タ ン ク特性の選択に使用し ます。
設定に応じ て、 1 つ （満量の場合） または 2 つ （一部充填の場合） の反射が検索されます。

オプション：
• " ĐğĪļĚļċđġĻ "；一部充填
• " ﾏﾝﾘｮｳ " ； 満量

" ｲﾁﾌﾞｼﾞｭｳﾃﾝ " ； 一部充填

測定レンジ内で 2 つの信号が検索されます。 上位信号が総レベル、 下位信号が界面層のレベルに
割 り 当て られます。 2 つのレベルの差異が、 上部測定物 （上層） の厚さに対応し ます。

" ﾏﾝﾘｮｳ " ； 満量

測定レンジ内の最大の信号が評価されます。 総レベルの信号が上部不感知距離内にあ る場合は、
検出された信号が界面層のレベルに対応し ます。 反射が検出されない場合は、 失信号が検出され
ます。

! 注意 ! 
• " ﾏﾝﾘｮｳ " ； 満量が選択された場合、 総レベルの上位信号が不正に評価されないよ う に、 その信

号が上部不感知距離内にあ る こ と が絶対的に不可欠です。 上部不感知距離の設定は、" ﾏﾝﾘｮｳ "；
満量が選択された場合に基本設定の不可欠な部分と な り ます。

• " ﾏﾝﾘｮｳ " ； 満量が選択された場合、 総レベルの変動が精度に影響を及ぼし ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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機能 " ﾌﾟﾛｾｽﾄｸｾｲ " ； プロセス特性 (004)

この機能を使用する と、 装置反応がタ ン ク の充填速度に適合されます。 こ の設定は、 イ ンテ リ
ジェ ン ト フ ィ ルタに作用し、 総レベル と界面層レベルに同様の影響を及ぼし ます。

オプション：
• " ĩČđĚļċĻ "；標準
• " ﾊﾔｲ ｴｷﾒﾝ ﾍﾝﾄﾞｳ " ； 速い液面変動
• " ｵﾀﾞﾔｶﾅﾍﾝｶ " ； 穏やかな変化
• " ﾃｽﾄ ： ﾉｰ ﾌｨﾙﾀｰ " ； フ ィ ルタ な し

機能 " ｶﾗ ﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整  (005)

この機能は、 フ ラ ンジ （測定基準点） から最低レベル （＝ 0％） までの距離の入力に使用し ます。

L00-FMP4xIxx-14-00-06-en-001

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

オプション： " ĩČđĚļċĻ "；標準 " ĨĲĐ ĒĕİĻ īĻĢļđ "；速い液面
変動

" ēĞļĲĔģīĻĔ "；穏やかな変化 " ġěĢ：ħĎ ĪĆķĞĎ "；フィルタ
なし

用途 ： 充填速度は低～中程度、 タ

ン クは十分な大き さ であ る、

すべての標準用途向け。

タ ン ク が小さ く 、 主と し て

充填速度が速い、 流体。

充填速度が低～中程度である

用途。

最短の反応時間 ：

• テス ト 用

• " ﾊﾔｲｴｷﾒﾝﾍﾝﾄﾞｳ "；速い液

面変動設定が遅すぎ る場

合、 充填速度が速い、 小

さ な タ ン ク での測定。

2 線電子部タ イプ ： デッ ド タ イ ム ： 4 秒

立上 り 時間 ： 18 秒

デッ ド タ イ ム ： 2 秒

立上 り 時間 ： 5 秒

デッ ド タ イ ム ： 6 秒

立上 り 時間 ： 40 秒

デッ ド タ イ ム ： 1 秒

立上 り 時間 ： 0 秒

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

0%

E



レベルフ レ ッ ク ス M FMP45   HART/4 - 20 mA 設定

エン ド レスハウザー ジャパン 45

機能 " ﾏﾝﾀﾝ ﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整 (006)

この機能は、 最低レベルから最大レベルまでの距離 （＝スパン） の入力に使用し ます。

L00-FMP4xIxx-14-00-06-en-002

! 注意 ! 
測定レンジは、 下部不感知距離と上部不感知距離の間に設定する と便利です。 空の距離 （E） と
スパン （F） の値は、 不感知距離と は別に設定でき ます。

" ｳｴｶﾞﾜﾌｶﾝｷｮﾘ " ； 上部不感知距離 (059) 機能

長さ  8 m ま でのロ ッ ド プロ ーブでは、納入時に上部不感知距離が 0.1 m に工場設定さ れていま す。

プローブ タ イプに依存する不感知距離と測定レンジ

プローブの下部終端では、 正確な測定は不可能です。 " 最大測定距離 " （46 ページ） を参照し て
く ださい。

! 注意 ! 
不感知距離内では、 信頼性のあ る測定は保証されません。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

100%

0%

F

DK2

DK1

Fmax

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

プローブのタイプ
プローブ長（LN）[m] 上部不感知距離（UB）[m]

最小 最大 最小

外筒管のロッドプローブ 0.3 4 0.1 1)

1) 各不感知距離はプ リ セ ッ ト 済みです。

フリーフィールドの
ローププローブ 2)

2) 要求に応じ てフ リ ーフ ィ ール ド で測定でき ます。

1 35 3)

3) 要求に応じ て広範囲の測定レ ンジを使用でき ます。

0.1 1)

コアキシャルプローブ 0.3 4 0
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内筒への使用

" タンク特性 " (002) 機能でパラ メ ータ ( 外筒管／パイプ ) が選択されている場合、上部不感知距
離 (UB) は予め 100 mm に設定されています。

最大測定誤差

リ フ ァ レン ス作動条件での一般的なデータ ：
DIN EN 61298-2、 スパンに対する割合値。

リ フ ァ レン ス条件に満たない場合、 ロープやプローブのマウ ン ト 状態によ るオフセ ッ ト / ゼロ
は最大± 12 mm と な り ます。 この追加オフセ ッ ト ／ゼロ点は設定中に " ｵﾌｾｯﾄ " ； オフセ ッ ト 機
能 (057) によ り 補正されます。

プローブの下部終端付近でのレベル計測の追加測定誤差 （レベルおよび界面計測用電
子部） ：

ローププローブで比誘電率が 7 以下では、 ウエイ ト （プローブ終端から 0 ～ 250 mm、 下部不感
知距離） 付近での測定はでき ません。

出力： デジタル アナログ

非 リ ニア リ テ ィ 、 非再現

性、 ヒ ステ リ シスの合計

レベル（レベルおよび界面計測用電子部）：

FMP45 測定レンジ：
- 10 m まで ： ± 3 mm

- > 10 m: ± 0.03 %

FMP45 コアキシャルプローブ付：
- ± 5 mm

± 0.06 %

界面（界面計測用電子部 "K" の場合のみ）：
- 測定レ ンジ ： 10 m まで ： ± 10 mm

界面の厚さ <60 mm の場合、 両出力信号が等し く な

るので、 上層のレベル と区別でき ません。

オフセ ッ ト ／ゼロ点 ± 4 mm ± 0.03 %

L00-FMP4xxxx-05-00-00-en-001 L00-FMP4xxxx-05-00-00-en-002
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界面層が薄い場合の追加測定誤差 （界面計測用電子部 "K" の場合のみ） ：

L00-FMP4xIxx-05-00-00-en-001

機能 " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂ ﾄｸｾｲ " ； 測定物特性 (003)

この機能は、 上部測定物 （上層） の比誘電率の入力に使用し ます。

オプション：
• 2.00

以下の表では、 比誘電率値が製品グループ別に分け られています。 ただし、 代表値を想定するだ
けでは不十分です。 正確な界面計測を行 う には、 上部測定物 （上層） の比誘電率をでき るだけ正
確に特定し、 この機能でその値を入力する必要があ り ます。
上部測定物の比誘電率は既知であ り 、 一定でなければな り ません。 比誘電率マニュ アル SD106F 
によ り 、 比誘電率を決める こ と ができ ます。 また、 界面の厚さ が既知の場合は、 FieldCare で比
誘電率を自動的に計算でき ます。

±

±

±

±

±

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

比誘電率 代表的な液体

1.4 ～ 1.6 - 液化ガス、 例えば N2、 CO2

1.6 ～ 1.9

- プロパンなどの液化ガス

- 溶剤

- フ ロ ン

- パームオイル

1.9 ～ 2.5 - 鉱油、 燃料

2.5 ～ 4

- ベンゼン、 スチレ ン、 ト ルエン

- フ ラ ン

- ナフ タ リ ン
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" ｷｮﾘ / ｿｸﾃｲﾁ " ； 距離／測定値の表示 (008)

基準点から測定物のレベルおよび界面までの計測距離が表示されます。 それらの値が実際の距離
に対応し ているかど う か確認し て く ださい。 以下の場合があ り ます ：

• 距離が一致 -> グループセレ ク シ ョ ンに進みます。
• レベルまでの距離が不一致 -> タ ン ク／外筒管を空にし て、 プローブ長全体でのマ ッ ピングを

行います （BA366F - " 機能説明書 " 参照）。
• 界面までの距離が不一致 -> " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂｿｸﾃｲ "；測定物特性 (300) に入力されている値をチェ ッ ク

し ます。

4 ～ 7

- ク ロ ロベンゼン、 ク ロ ロ ホルム

- セルロース スプレー

- イ ソ シアン酸塩、 アニ リ ン

> 7

- 水溶液 （約 80）

- アルコール

- アンモニア

比誘電率 代表的な液体

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
⇓ 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.5 VU331 での反射波形

基本設定後に、 反射波形 （" 反射波形 " (0E) 機能グループ） を使用し て測定を評価する よ う お勧
めし ます。

6.5.1 機能 " ﾌﾟﾛｯﾄ ｾｯﾃｲ "； プロッ ト 設定 (0E1)

この機能では、 デ ィ スプレ イに表示する情報を選択する こ と ができ ます ：
• " ĨĻĚĊ ĨėĐ "；反射波形
• " ｻﾌﾞｽﾄﾗｸﾃｯﾄﾞｼｸﾞﾅﾙ " ； サブス ト ラ ク テ ッ ド シグナル
• " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ " ； マ ッ ピング

6.5.2 機能 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ ﾖﾐｺﾐ "； 反射波形読み込み (0E2)

この機能では、 反射波形の読み込みを、 以下のどち らの方式で行 う か決定し ます。
• " ĚĻĖļķ ĔĎĪļ "；1 回のみの読み込み または
• " ｻｲｸﾘｯｸ " ； 循環的に読み込み

! 注意 ! 

循環反射波形モード がデ ィ スプレ イで有効になっている場合は、 測定値の更新サイ クル時間が
遅 く な り ます。 し たがって、 測定ポイ ン ト の最適化完了後、 反射波形モード を解除する よ う お勧
めし ます。

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–

⇒
ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.6 機能 " 反射波形表示 " (0E3)

この機能の反射波形表示からは、 以下の情報を得る こ と ができ ます ：

L00-FMP4xIxx-07-00-00-en-004

反射波形と マ ッ ピングの差異から差分波形 （サブス ト ラ ク テ ッ ド シグナル） が生成され、 レベ
ルの特定と追加計算に使用されます。

6.6.1 " ﾊﾝｼｬ ﾊｹｲ "； 反射波形

レベルフ レ ッ ク スでは個別のパルスがすばや く 連続し て放射され、 その反射がわずかに異なる
遅延で走査されます。 受信されたエネルギーは、 飛行時間計測順に並べられます。 こ の一連の動
作のグ ラ フ ィ ッ ク表現を " 反射波形 " と いいます。

6.6.2 マッ ピング（ 空の波形） と 差分波形

干渉信号を抑制するため、 レベルフ レ ッ ク スでは反射波形が直接評価されません。 最初に反射波
形からマ ッ ピング （空の波形） が差し引かれます。 
算出された差分曲線で、 レベル反射が検索されます。 
差分波形＝反射波形－マ ッ ピング （空の波形）
マ ッ ピング （空の波形） は、 プローブ と空のタ ン ク またはサイ ロ を適切に表現する ものにし て
く ださい。 計測される測定物からの信号のみが差分曲線に残るのが理想的です。

0%

(
DC )

(



レベルフ レ ッ ク ス M FMP45   HART/4 - 20 mA 設定

エン ド レスハウザー ジャパン 51

6.6.3 " ﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ "； マッ ピング

• フ ァ ク ト リ ーマ ッ ピング
マ ッ ピング （空の波形） は、 装置の納入時にすでに使用可能になっています。

• ユーザーマ ッ ピング
一部充填状態では、 実際の総レベルまで最大 10 cm の距離のマ ッ ピング （マ ッ ピングレ ンジ＝
総レベルからの実際の距離－ 10 cm）、 またはタ ン ク が空の場合に LN よ り 大きい値のマ ッ ピン
グが可能です。

• ダ イナ ミ ッ ク マ ッ ピング
これは、 工場またはユーザー固有の静的な ノ イ ズ反射除去と異な り ます。 その代わ り に、 静的
マ ッ ピングから直接取得され、 継続的な操作中の変化するプローブ環境の特性に常に適応し ま
す。 し たがって、 ダ イナ ミ ッ ク マ ッ ピングを明示的に記録する必要はあ り ません。

6.6.4 反射し き い値

差分波形での最大ポイ ン ト は、 指定された し きい値を超えている場合、 反射信号 と し てのみ受
け入れられます。 
このし きい値は位置に依存し、 使用されるプローブの理想的な反射波形から自動的に計算され
ます。 
該当する し きい値の計算は、 拡張校正機能の " 設置 " ユーザーパラ メ ータに依存し ます。

6.6.5 反射波形表示の移動

ナビゲーシ ョ ンを使用する と、 反射波形を水平方向と垂直方向にスケー リ ング し、 左右に移動
させる こ と ができ ます。 現在有効なナビゲーシ ョ ンモード が、 デ ィ スプレ イの左上隅に記号で示
されます。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-en-005

水平ズームモー ド

O キーまたは S キーを押し て、 反射波形ナビゲーシ ョ ンに切 り 替えます。 水平ズームモード に

な り ます。  または  が表示されます。

以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• O キーで水平方向に拡大されます。
• S キーで水平方向に縮小されます。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-xx-001

…

- 

-

- 

-

- 

OS
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移動モー ド

次に、 F キーを押す と移動モード に切 り 替わ り ます。  または  が表示されます。

以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• O キーで波形が右方向に移動し ます。
• S キーで波形が左方向に移動し ます。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-xx-002

垂直ズームモー ド

再度 F キーを押す と垂直ズームモード に切 り 替わ り ます。  が表示されます。

以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
• O キーで垂直方向に拡大されます。
• S キーで垂直方向に縮小されます。
デ ィ スプレ イのシンボルによ って、 現在有効なズームモード が示されます （ ～ ）。

L00-FMP4xIxx-07-00-00-xx-003

ナビゲーシ ョ ンの終了

• F キーを繰 り 返し押す と、 反射波形ナビゲーシ ョ ンシステムの各種モード に循環的に切 り 替
わ り ます。

• O キーと S キーを同時に押すと、 ナビゲーシ ョ ンが終了し ます。 ズームおよびシフ ト の設定
は保持されます。 レベルフ レ ッ ク スでは、" ĨĻĚĊ ĨėĐ ĴĮĘĮ "；反射波形読み込み (0E2) 機能を も う
一度有効にする まで、 こ の標準表示が使用されません。

OS

OS

⇒
⇓ 3 秒後、 以下の メ ッ セージが表示されます。

ENDRESS + HAUSER

E+–
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6.7 エンド レ スハウザー社製操作プログラ ムでの基本設定

この操作プロ グ ラ ムで基本設定を行 う には、 以下の手順で進めます ：
• PC 上で操作プロ グ ラ ムを起動し、 接続を確立し ます。
• ナビゲーシ ョ ン ウ ィ ン ド ウで ĕĬĻĜčġĐ "" ； 基本設定機能グループ を選択し ます。
表示デ ィ スプレ イに以下の内容が表示されます。

基本設定、 ステ ッ プ 1/3 ：

• 測定ポイ ン ト

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-035

•  ボタ ンを押すと次の画面に進みます。

! 注意 ! 
変更し たパラ メ ータはそれぞれ、 リターンキーで確定する必要があ り ます！
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基本設定、 ステ ッ プ 2/3 ：

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ を入力し ます ：
- " ﾀﾝｸ ﾄｸｾｲ " ； タ ン ク特性
- " ﾌﾟﾛｾｽﾄｸｾｲ " ； プロセス特性

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-036

基本設定、 ステ ッ プ 3/3 ：

• アプ リ ケーシ ョ ンパラ メ ータ を入力し ます ：
- " ｶﾗﾁｮｳｾｲ " ； 空 （0%） 調整
- " ﾏﾝﾀﾝﾁｮｳｾｲ " ； 満タ ン （スパン） 調整
- " ｳｴｶﾞﾜﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 上部不感知距離
- " ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ " ； 測定物特性
- " ｷｮﾘｶｲﾒﾝ " ； 距離界面
- " ｷｮﾘｼﾞｮｳｿｳ " ； 距離レベル

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-039
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比誘電率カ リ キ ュ レータ

• 上部測定物の厚さ が既知の場合に、 上部測定物の比誘電率を計算でき ます。

6.7.1 反射波形による信号解析

基本設定後に、 反射波形を使用し て測定を評価する よ う お勧めし ます。

L00-fmp-Ixxx-20-00-00-en-034

6.8 ユーザ固有の用途（操作）

ユーザー固有の用途のパラ メ ータ設定の詳細については、 別冊取扱説明書 BA366F " 本体機能説
明書 " を参照し て く ださい。
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7 保守

レベルフ レ ッ ク ス M 測定装置には、 特別な保守は必要あ り ません。

外部の洗浄

レベルフ レ ッ ク ス M の外部を洗浄する と きは、 ハウジングの表面またはシールを傷めない洗浄
剤を必ず使用し て く ださい。

修理

エン ド レ スハウザー社の修理コ ンセプ ト に従って、 測定装置はモジュール式構造を し、 ユー
ザーで修理を行 う こ と ができ ます。 スペアパーツは、 それに適し たキ ッ ト に含まれています。 こ
れには、 関連の交換手順説明書が添付されています。 レベルフ レ ッ ク ス M の修理のためにエン
ド レ スハウザー社から注文でき る スペアパーツキ ッ ト がすべて、 オーダーコード を付けて記載
されています （→ 65 ページ、 67 ページ）。 サービ スおよびスペアパーツの詳細については、 エ
ン ド レ スハウザー社サービ ス部門にお問い合わせ く ださい。

防爆認証装置の修理

防爆認証装置の修理を行 う 場合は、 以下の点にご留意 く ださい ：
• 防爆認証装置の修理は、 訓練を受けた職員、 またはエン ド レ スハウザー社サービ スだけが行 う

こ と ができ ます。
• 現行の規格、 国家防爆規格、 安全注意事項 （XA） および認証を遵守する必要があ り ます。
•  エン ド レ スハウザー社の純正部品だけが使用でき ます。
• スペアパーツを注文する と きは、 型式銘板上の装置名称を書き留めて く ださい。 部品は、 同じ

部品と しか交換でき ません。
• 修理は取扱説明書に従って行います。 修理が完了し た ら、 本装置で規定のルーチン試験を行っ

て く ださい。
• 認証装置を異なる認証バージ ョ ンに改造する こ と は、 エン ド レ スハウザー社サービ スだけが行

う こ と ができ ます。
• すべての修理作業と改造はすべて、 文書に記録し て く ださ い。

交換

レベルフ レ ッ ク ス M 全体または電子モジュールを交換し た後は、 パラ メ ータ を、 通信イ ン ター
フ ェ イ ス を経由し て本装置にダウ ン ロード し て元に戻すこ と ができ ます。 その前提条件と し て、
データが事前に、 FieldCare を使用し て PC にア ッ プロー ド されている こ と が必要です。
新規の校正を行 う こ と な く 、 測定を継続する こ と ができ ます。

• 場合によ っては、リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを行 う 必要があ り ます （BA366F - "機能説明書"を参照）。
• 新しい ノ イ ズ反射除去機能 （" 基本設定 " を参照）。

プローブまたは電子部品を交換し た後は、 新規に校正を行 う 必要があ り ます。 これについては、
修理説明書に記載されています。
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8 アク セサリ

レベルフ レ ッ ク ス M には、 さ まざまなア ク セサ リ を使用する こ と ができ ます。 これらのア ク セ
サ リ は、 エン ド レ スハウザー社よ り 個々に注文する こ と ができ ます。

8.1 日よけカ バー

屋外に設置する と きは、 ステン レ ス スチール製の日よ けカバーを使用でき ます （オーダーコー
ド ： 543199-0001）。 納入品には、 保護カバーと テンシ ョ ン ク ラ ンプが含まれています。

L00-FMR2xxxx-00-00-06-en-001

8.2 センタ リ ングディ スク

PEEK センタリングディスク 48-95 mm

• 静的散逸
• Tmax ＝ 200 ℃
• 直径は調整可能
オーダーコード 71069064

PFA センタリングディスク 37 mm
• Tmax ＝ 150 ℃
オーダーコード 71069065

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT II

IP 65
IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring range

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

U 16...36 V DC
4...20 mA

max. 20 m

max. 20 m
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8.3 コ ミ ュ ボッ ク ス FXA 191 HART

RS232C イ ンタ ーフェ イ ス によ る  FieldCare と の本質安全通信用。 詳細は、 TI237F をご覧く ださ い。

8.4 コ ミ ュ ボッ ク ス FXA195 HART

USB イ ン ターフ ェ イ スによ る FieldCare と の本質安全通信用。 詳細は、 TI404F をご覧 く ださい。

8.5 コ ミ ュ ボッ ク ス FXA291

コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 は、 CDI イ ン ターフ ェ イ ス （＝エン ド レ スハウザー社製共通データ イ ン
ターフ ェ イ ス） によ り 、 装置をパソ コ ンまたはラ ッ プ ト ッ プの USB ポー ト に接続し ます。 詳細
は TI405C をご覧 く ださい。

! 注意 ! 
次のエン ド レ スハウザー社製装置では、 ア ク セサ リ と し て "ToF アダプタ FXA291" が必要です。

• セラバー S PMC71、 PMP7x
• デルタバー S PMD7x、 FMD7x
• デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70
• ガンマパイ ロ ッ ト  M FMG60
• レベルフ レ ッ ク ス M FMP4x
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR130/FMR131
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR2xx
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR53x、 FMR540
• プロ ソ ニ ッ ク FMU860/861/862
• プロ ソ ニ ッ ク M FMU4x
• NRF590 タ ン ク サイ ド モニタ （追加アダプタ ケーブル付き）

8.6 ToF アダプタ  FXA291

ToF アダプタ FXA291 は、 パソ コ ン またはラ ッ プ ト ッ プの USB ポー ト を介し てコ ミ ュボ ッ ク ス 
FXA291 を次の装置に接続し ます。

• セラバー S PMC71、 PMP7x
• デルタバー S PMD7x、 FMD7x
• デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70
• ガンマパイ ロ ッ ト  M FMG60
• レベルフ レ ッ ク ス M FMP4x
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  FMR130/FMR131
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  M FMR2xx
• マイ ク ロパイ ロ ッ ト  S FMR53x、 FMR540
• プロ ソ ニ ッ ク FMU860/861/862
• プロ ソ ニ ッ ク M FMU4x
• NRF590 タ ン ク サイ ド モニタ （追加アダプタ ケーブル付き）

詳細については、 KA271F を参照し て く ださい。

8.7 HART ループコ ンバータ  HMX50 

HART ループコ ンバータ HMX50 はオーダーコード 71063562 で入手でき ます。
関連ド キ ュ メ ン ト ： TI429F および BA371F
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8.8 FHX40 リ モート 表示と 操作

L00-FMxxxxxx-00-00-06-en-003

技術仕様 （ケーブルおよびハウジング） および製品構造

FHX40 リ モー ト 表示デ ィ スプレ イ を接続するには、 通信用に装備されている適切なケーブルを
使用し て く ださい。

°

°

°

°

ケーブル長 20 m （キ ャ ス ト オン接続プラ グの固定長）

温度 － 30 ℃～＋ 70 ℃

保護等級 IP65 ～ EN 60529

材質 ハウ ジング ： AlSi12 ； ケーブルグ ラ ン ド ： ニ ッ ケル合金

寸法 [mm] 122x150x80 （HxWxD）

認定
A 非防爆

1 ATEX II 2 G EEx ia IIC T6、 ATEX II 3D

S FM IS Class I Division 1、 Groups A、 B、 C、 D

U CSA IS Class I、 Division 1、 Groups A、 B、 C、 D

N CSA General Purpose

K TIIS ia IIC T6 ( 準備中）

ケーブル長
1 20m ； (HART 用）

5 20m ； (PROFIBUS PA/FOUNDATION Fieldbus 用）

追加オプション：
A 追加オプシ ョ ンな し

B 1" も し く は 2" パイプ用マウ ンテ ィ ングブラ ケ ッ ト

FHX 40 - 仕様コー ド ( 全仕様完了）
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9 ト ラ ブルシュ ーティ ング

9.1 ト ラ ブルシュ ーティ ングの手順

L00-FMP4xIxx-19-00-00-en-005

F O+
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9.2 システムエラ ーメ ッ セージ

コード 説明 可能性のある原因 対策

A102 チェ ッ ク サムエラー

全 リ セ ッ ト と、 新規の

校正が必要

データの保管が正常終了する前に、

装置の電源をオフ し た ；

EMC 問題 ；

E2PROM の不良

リ セ ッ ト

EMC 問題を回避する ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

W103 初期化中 - お待ち く だ

さい

E2PROM への格納がまだ完了し てい

ない

数秒間待ちます ；

エラーが発生する場合は、 電子

部品を交換し て く だ さい

A106 ダウ ン ロード中 - お待

ち く ださい

データ ダウ ン ロード を処理中 ダウ ン ロード手順の後、 警告が

発生し な く な る まで待ち

ます

A110 チェ ッ ク サムエラー

全 リ セ ッ ト と、 新規の

校正が必要

データの保管が正常終了する前に、

装置の電源をオフ し た

EMC 問題

E2PROM の不良

リ セ ッ ト

EMC 問題を回避する ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A111 電子部品の不良 RAM の不良 リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A113 電子部品の不良 ROM の不良 リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A114 電子部品の不良 E2PROM の不良 リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A115 電子部品の不良 ハード ウ ェア全般の問題 リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A116 ダウ ン ロード エラー

ダウ ン ロード を再度行

な う

格納データチェ ッ クサムが不正 データ のダウ ン ロ ード を 再開

する

A121 電子部品の不良 工場出荷時の校正な し、

E2PROM 削除

サービ スに問い合わせる

W153 初期化中 - お待ち く だ

さい

電子部品の初期化 数秒間待ちます ； 警告が発生す

る場合は、 装置の電源をオフ

し、 再度オンにし ます

A160 チェ ッ ク サムエラー

全 リ セ ッ ト と、 新規の

校正が必要

データの保管が正常終了する前に、

装置の電源をオフ し た

EMC 問題

E2PROM の不良

リ セ ッ ト

EMC 問題を回避する ；

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A164 電子部品の不良 ハード ウ ェアの問題 リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい

A171 電子部品の不良 ハード ウ ェアの問題 リ セ ッ ト

リ セ ッ ト 後も ア ラームが発生す

る場合は、 電子部品を交換し て

く ださい
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A221 プローブパルスが平均

値から逸脱

HF モジュール、 または HF モジ ュー

ル と 電子部品の間のケーブルの障害

HF モジュールの接点をチェ ッ

ク し ます

エラーが解消されない場合は ：

HF モジュールを交換し て く だ

さい

A261 HF ケーブルの不良 HF ケーブルの不良または HF コネ ク

タが外れている

HF コネ ク タ をチェ ッ ク し、 故

障の場合は交換し て く ださい

W275 オフセッ ト が大き すぎる 電子部品の温度が高すぎ る、 または 

HF モジュールの故障

温度をチェ ッ ク し、 故障の場合

は HF モジュールを交換し て く

ださい

W512 マ ッ ピングの記録中 - 

お待ち く だ さい

マ ッ ピングが作動中 ア ラームが発生し な く な る まで

数秒間待つ

W601 リ ニアラ イ ゼーショ ン  

ch1 のカーブが単調で

ない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンが単調増加し

ていない

テーブルを訂正する

W611 ch1 の リ ニア ラ イゼー

シ ョ ンポ イ ン ト が

1 点以下

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンポ イ ン ト が 2 

点以上入力されていない

テーブルを訂正する

W621 シ ミ ュ レーシ ョ ン ch 1 

がオン

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード がオンに

なっている

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード をオフ

に切 り 替え る

E641 ch1 に使用可能な反射が

ない校正をチェ ッ ク 

用途の状態または付着物、 不良プ

ローブのために反射が失われた

基本設定をチェ ッ クする

プローブを洗浄する （取扱説明

書参照）

W650 信号／ ノ イ ズ比が低す

ぎ る、 または 反射が検

出されない

ノ イ ズの振幅が大きすぎ る 電磁波干渉を除去する

E651 安全距離内のレベル - 

あふれの危険

安全距離内のレベル レベルが安全距離から外れる

と 、 ア ラームは消えます

必要に応じ て リ セ ッ ト を実行

A671 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン 

ch1 が完了し ない／使用

でき ない

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが編

集モード

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル

をオンにする

W681 電流 ch1 が範囲外 電流が有効範囲外 

（3.8 mA ～ 21.5 mA）

校正と リ ニア ラ イゼーシ ョ ンを

チェ ッ クする

コード 説明 可能性のある原因 対策
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9.3 アプリ ケーショ ンエラ ー

エラー 出力 可能性のある原因 対策

警告またはアラームが
保留中

設定によ って異な る エラー メ ッ セージの

表を参照

（→ 61 ページ）

エラー メ ッ セージの表を参照

（→ 61 ページ）

" ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性 
(002) で " ĭĻĶČđ "；満量
を選択すると、排出操
作中に測定値が急上昇
する。

総レベルが

" ｳｴｶﾞﾜﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ；

上部不感知距離 (059) 

外で検出された。

はい

→

1. " ｳｴｶﾞﾜﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ； 上部不感知

距離 (059) を大き く する

2. " ﾀﾝｸﾄｸｾｲ "； タ ンク 特性 (002) の 

" ｲﾁﾌﾞｼﾞｭｳﾃﾝ "； 一部充填設定

" ĞĻĖĢĖĜĐ "；タンク特性 
(002) で " ĐğĪļĚļċđġĻ "；
一部充填を選択すると、
充填操作中に測定値が
急上昇する。

総レベルが、 設定さ

れている 

" ｳｴｶﾞﾜﾌｶﾝﾁｷｮﾘ " ；

上部不感知距離 (059) 

に入った。

はい

→

"ｳｴｶﾞﾜﾌｶﾝﾁｷｮﾘ "；上部不感知距離 

(059) を小さ く する

界面測定値での
勾配誤差

" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ "；測定

物特性 (003) で不正な

比誘電率が設定され

ている

はい

→

" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ "；測定物特性 (003) 

の比誘電率値設定をチェ ッ クする

界面と総レベルの測定
値が同じ

総レベルの反射し き

い値が高すぎ る

はい

→

" ｿｸﾃｲﾌﾞﾂﾄｸｾｲ "；測定物特性 (003) 

の比誘電率値設定をチェ ッ クする

F m/ft

E m/ft
t

BD

F m/ft

E m/ft
t

BD

F m/ft

E m/ft
t

F m/ft

E m/ft
t



ト ラ ブルシューテ ィ ング レベルフ レ ッ クス M FMP45   HART/4 - 20 mA

64 エン ド レスハウザー ジ ャパン

界面層が薄い場合、総
レベルが界面レベルま
で急上昇する

上層の厚さ が 

60 mm 未満

はい

→
界面計測は海面の厚さが 60 mm よ

り 大きい場合にのみ可能

界面測定値が急上昇
する

エマルジョ ン層が存在

する

はい

→

エマルジ ョ ン層は測定に影響を及

ぼし ます。 エン ド レ スハウザー社

にお問い合わせ く ださい。

F m/ft

E m/ft
t

F m/ft

E m/ft
t
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9.4 スペアパーツ

! 注意 ! 
スペアパーツは、 シ リ アルナンバを示すと、 エン ド レ スハウザー社サービ ス組織から直接注文
する こ と ができ ます。 シ リ アルナンバは本装置の型式銘板に印刷されています （→ 8 ページ）。 
対応する スペアパーツ番号が、 スペアパーツご と に示されています。 同梱されている説明カード
に交換手順が記載されています。

9.4.1 レ ベルフ レッ ク ス M FMP45（ 配線／電子部品コ ンパート メ ント 一体型 
F12 ハウジング） 用スペアパーツ

L00-FMP4xxxx-00-00-06-xx-001

プローブのバージ ョ ン と プローブの交換部品については、 以下のページを参照し て く ださい。

ENDRESS+HAUSER

Leveflex M

IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m
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T
>70°C :

A

t >85°C

1
2

3
4

Term
inal

ENDRESS+HAUSER

Achtung bei Abziehen des Koax-Steckers

(z.B. HF-Modul Wechsel) im Ex-Bereich:

Es ist sicherzustellen, dass bei abgezogen-

em Koax-Stecker keine elektrostatische

Aufladung (isolierte Kapazität) der Sonde

erfolgt (z.B. durch Befüllen oder Entleeren).

Bei Reparaturen Koax-Stecker sofort

wieder aufstecken!

Achtung bei Abziehen des Koax-Steckers

(z.B. HF-Modul Wechsel) im Ex-Bereich:

Es ist sicherzustellen, dass bei abgezogen-

em Koax-Stecker keine elektrostatische

Aufladung (isolierte Kapazität) der Sonde

erfolgt (z.B. durch Befüllen oder Entleeren).

Bei Reparaturen Koax-Stecker sofort

wieder aufstecken!

35

1212

10

65

65

65

11

30

40
31

65

20
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10 ハウジング 

取扱いは、 エン ド レ スハウザー社サービ スに限られます。

11 ターミナルコンパートメントのフード

52006026 ター ミ ナルコ ンパー ト メ ン ト のフード F12 

52019062 ター ミ ナルコ ンパー ト メ ン ト のフード F12、 FHX40 

12 ネジセット 

535720-9020 ハウジング F12 ／ T12 用ネジセ ッ ト  

20 カバー 

52005936 カバー F12 ／ T12 アル ミ ニウ ム、 ガ ラ ス窓、 シール

517391-0011 カバー F12 ／ T12 アル ミ ニウ ム、 コーテ ィ ングあ り 、 シール

30 電子部 

71061455 電子部 FMP4x、 2 線式、 HART、 イ ン ターフ ェ イ ス

31 HF モジュール

52019780 HF モジュール レベルフ レ ッ ク ス M 

35 ターミナルモジュール／電源ユニット

52006197 ター ミ ナルモジ ュール 4 ピン、 HART、 2 線式 （接続ケーブル付）

52014817 ター ミ ナルモジ ュール 4 ピン、 HART、 フ ェ ラ イ ト （F12）

52013304 電源ユニ ッ ト 、 DC 10.5 ～ 32V （ハウジング F12） 電子部用、 4 線式

52013305 電源ユニ ッ ト 、 AC 90 ～ 250V （ハウジング F12） 電子部用、 4 線式

52015585 電源ユニ ッ ト 、 CSA、 DC 10.5 ～ 32V （ハウ ジング F12） 電子部用、 4 線式

52015586 電源ユニ ッ ト 、 CSA、 AC 90 ～ 250V （ハウ ジング F12） 電子部用、 4 線式

40 ディスプレイ 

52026443 デ ィ スプレ イ／操作モジ ュール VU331 

9.4.2 レ ベルフ レッ ク ス M FMP45（ ハウジングタ イ プ F23） 用スペアパーツ

20 カバー 

52018670 カバー F23 316L、 ガ ラ ス窓、 シール

52018671 カバー F23 316L、 シール
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9.4.3 レ ベルフ レッ ク ス M FMP45（ ハウジング T12） 用スペアパーツ

L00-FMP41Cxx-00-00-06-xx-002

ENDRESS+HAUSER

MICROPILOT FMR

IP 65

Order Code:
Ser.-No.:

Messbereich
Measuring rangeU 16...36 V DC

4...20 mA

max. 20 m
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T
>70°C :

A

t >85°C

ENDRESS+HAUSER

Achtung bei Abziehen des Koax-Steckers

(z.B. HF-Modul Wechsel) im Ex-Bereich:

Es ist sicherzustellen, dass bei abgezogen-

em Koax-Stecker keine elektrostatische

Aufladung (isolierte Kapazität) der Sonde

erfolgt (z.B. durch Befüllen oder Entleeren).

Bei Reparaturen Koax-Stecker sofort

wieder aufstecken!

Achtung bei Abziehen des Koax-Steckers

(z.B. HF-Modul Wechsel) im Ex-Bereich:

Es ist sicherzustellen, dass bei abgezogen-

em Koax-Stecker keine elektrostatische

Aufladung (isolierte Kapazität) der Sonde

erfolgt (z.B. durch Befüllen oder Entleeren).

Bei Reparaturen Koax-Stecker sofort

wieder aufstecken!

25
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10 ハウジング 

取扱いは、 エン ド レ スハウザー社サービ スに限られます。

11 ターミナルコンパートメントのフード

52005643 フード T12

12 ネジセット 

535720-9020 ハウジング F12 ／ T12 用ネジセ ッ ト  

20 カバー 

52005936 カバー F12 ／ T12 アル ミ ニウ ム、 ガ ラ ス窓、 シール

517391-0011 カバー F12 ／ T12 アル ミ ニウ ム、 コーテ ィ ングあ り 、 シール

25 ターミナルコンパートメントのフード

518710-0020 カバー T3 ／ T12 アル ミ ニウ ム、 コーデ ィ ングあ り 、 シール 

30 電子部 

71061455 電子部 FMP4x、 2 線式、 HART、 イ ン ターフ ェ イ ス

31 HF モジュール

52019780 HF モジュール レベルフ レ ッ ク ス M 

35 ターミナルモジュール／電源ユニット

52013302 電子部 FMP4x、 防爆、 2 線式、 HART、 T12

52018949 ター ミ ナルモジ ュール EEx ia、 4 ピン、 HART、 T12、 OVP

40 ディスプレイ 

52026443 デ ィ スプレ イ／操作モジ ュール VU331 
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9.4.4 FMP45 - プローブ、 アク セサリ およびスペアパーツ

L00-FMP45xxx-00-00-06-xx-001

55 55
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55 プローブ（プロセス接続なし）

ご希望によ り 承 り ます。



レベルフ レ ッ ク ス M FMP45   HART/4 - 20 mA ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 71

9.5 返却

修理または校正のために伝送器をエン ド レ スハウザー社に返却する前には、 以下の処置を行 う
必要があ り ます ：
• 付着し ている残留物はすべて取 り 除いて く ださい。 液体残留物が含まれている恐れのあ る シー

ルの隙間と溝は、 よ く 観察し ます。 測定物が、 可燃性、 毒性、 腐食性、 発癌性があ る など健康
に対する リ ス ク を呈する場合には、 特に重要です。

• 必ず、完全に記入済みの " 安全／洗浄確認依頼書 " を装置に添付し て く ださい（" 安全／洗浄確
認依頼書 "） の原紙は、 本取扱説明書の巻末にあ り ます）。 これで、 エン ド レ スハウザー社では
返品された装置を輸送、 検査、 修理するだけで済みます。

• 必要に応じ て、 例えば EN 91/155/EEC1 に準拠し た安全データ シー ト など、 特別な説明書を同
梱し て く ださい。

さ らに以下について明記し ます ：
• 測定物の化学的および物理的特性。
• アプ リ ケーシ ョ ンの記述。
• 発生し たエラーについての説明 （できれば、 エラーコード を明記）。
• 装置の稼働時間

9.6 処分

処分時は、 材質が合致する よ う に、 異なる構成部品を分別し て く ださい。

9.7 ソ フ ト ウェ アの履歴

9.8 エンド レスハウザー社への問い合わせアド レス

問い合わせア ド レ スについては、 ホームページ "www.endress.com/worldwide" を参照し て く ださ
い。 ご質問については、 エン ド レ スハウザー社の代理店に遠慮な く お問い合わせ く ださ い。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更 関連文書 

HART 機能説明書

02.2008 01.08.zz オ リ ジナルのソ フ ト ウ ェ ア

操作手段 ：

- FieldCare

- HART コ ミ ュ ニケータ 375 （Rev. 1、 DD 1）

BA365F

71060887

BA366F

71060890
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10 技術データ

10.1 追加技術データ

10.1.1 入力

測定パラ メ ータ 計測値は測定規準点 （→ 14 ページの図を参照） および測定対象物表面 と の距離にな り ます。
入力された空の距離 （E、 → 44 ページの図を参照） に従ってレベルが計算されます。
また、 レベルは リ ニア ラ イゼーシ ョ ン （32 点） によ って他の変数 （体積、 質量） に変換でき ま
す。

10.1.2 出力

出力信号 • HART プロ ト コルで 4 ～ 20 mA

ア ラーム信号 障害情報は次のイ ン ターフ ェ イ ス を介し て得る こ と ができ ます。
• 本体表示デ ィ スプレ イ ：

- エラーシンボル ( → 33 ページ )
- シンプルなテキス ト 表示

• 電流値、 フ ェールセーフモード を選択でき ます （例えば NAMUR 推奨基準 NE 43 に従 う ）。
• デジ タルイ ン ターフ ェ イ ス

リ ニア ラ イゼーシ ョ ン レベルフ レ ッ ク ス M の リ ニア ラ イ ズ機能を使用すれば、 測定値の単位を希望する単位 （長さ ま
たは体積、 質量またはパーセンテージ値） に変換でき ます。 枕型タ ン ク内の体積計算について
は、 事前にプロ グ ラ ム された リ ニア ラ イ ズテーブルが用意されています。 こ の他にも、 最大 32 
ペアの値を手動も し く は半自動でテーブルを入力する こ と も でき ます。 リ ニア ラ イ ズテーブ
ルの作成には、 特に FieldCare を使用する と便利です。

10.1.3 性能特性

リ フ ァ レ ン ス作動条件 • 温度＝＋ 20 ℃± 5 ℃
• 圧力＝ 1013 mbar （絶対圧） ± 20 mbar
• 湿度＝ 65％± 20％
• 反射フ ァ ク タ ≥ 0.8 （コ アキシャルプローブの場合は水の表面、 ロ ッ ド プローブおよびロープ

プローブの場合は、 最低 1 m ∅ の金属板）
• ロ ッ ド プローブおよびローププローブのフ ラ ンジは ≥ 30 cm∅
• 障害物までの距離 ≥ 1 m
• 界面計測の場合 ：

- コ アキシャルプローブ
- 下部測定物の DC ＝ 80 （水）
- 上部測定物の DC ＝ 2 （オイル）

最大計測誤差 機能グループ " ｷﾎﾝ ｾｯﾃｲ " ； 基本設定 (00)、 → 43 ページ参照

分解能 • デジ タル ： 1 mm
• アナロ グ ： 測定レンジの 0.03％

応答時間 応答時間は設定によ って異な り ます。

最短時間 ：
• 2 線式タ イプ ： 1 秒
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機器周辺温度の影響 測定は、 EN 61298-3 に従って実施されています。 ：
• デジ タル出力 ：

- 温度レ ンジ全域 （－ 40 ℃～＋ 80 ℃） にわたって平均 TK ： 0.6 mm / 10 K、 最大± 3.5 mm

2 線式：
• 電流出力 （スパン 16mA に対し ての追加誤差） ：

- ゼロ点（4 mA）
温度レ ンジ全域 （－ 40 ℃～＋ 80 ℃） にわたって平均 TK ： 0.032％ / 10 K、 最大 0.35％

- スパン（20 mA）
温度レ ンジ全域 （－ 40 ℃～＋ 80 ℃） にわたって平均 TK ： 0.05％ / 10 K、 最大 0.5％

気相の影響 高圧環境の場合、 液面よ り 上部にあ るガスや蒸気の中で、 計測信号 （マイ ク ロ波） の伝搬が遅
く な り ます。 伝搬速度の落ち方はガスや蒸気の種類によ って異な り ますが、 特にガスでは低温な
程大き く な り ます。 こ のため、 計測基準点 （フ ラ ンジ） から測定液面までの距離が増すほど計測
誤差も大き く な り ます。 次の表は、 こ う し た測定誤差を一般的なガス ・ 蒸気について示し た もの
です （距離が正の値になっている場合、 レベル計測結果が実際よ り も大き く 出て く る こ と を意
味し ます）。

気相の影響を補正でき る特殊なタ イプの FMP45 も あ り ます。 エン ド レ スハウザー社にお問い合
わせ く ださい。

10.1.4 動作条件／機器周囲環境

機器周囲温度 電子部の周囲温度 ： － 40 ℃～＋ 80 ℃
機能上 LCD デ ィ スプレ イは TA< － 20 ℃および TA> ＋ 60 ℃内では使用でき ません。
屋外での測定には機器を直射日光から守るため日よ けカバーをご使用 く ださい。

気相 温度 圧力

℃ 100 KPa 1 MPa 5 MPa 10 MPa 20 MPa 40 MPa

空気 20 0.00％ 0.22 % 1.2 % 2.4 % 4.9 % 9.5 %

200 -0.01 % 0.13％ 0.74％ 1.5％ 3.0 % 6.0 %

400 -0.02 % 0.08 % 0.52 % 1.1 % 2.1 % 4.2％

水素 20 -0.01 % 0.10 % 0.61 % 1.2 % 2.5％ 4.9 %

200 -0.02 % 0.05 % 0.37 % 0.76 % 1.6 % 3.1 %

400 -0.02 % 0.03 % 0.25 % 0.53 % 1.1 % 2.2 %

気相 温度 圧力

℃ 100 KPa 200 KPa 500 KPa 1 MPa 2 MPa 5 MPa 10 MPa 20 MPa

飽和

水蒸気

100 0.26 % — — — — — — —

120 0.23 % 0.50 % — — — — — —

152 0.20 % 0.42 % 1.14 % — — — — —

180 0.17 % 0.37 % 0.99％ 2.10 % — — — —

212 0.15 % 0.32 % 0.86 % 1.79 % 3.9 % — — —

264 0.12 % 0.26 % 0.69 % 1.44 % 3.0 % 9.2 % — —

311 0.09 % 0.22 % 0.58 % 1.21 % 2.5 % 7.1 % 19.3 % —

366 0.07 % 0.18 % 0.49 % 1.01 % 2.1 % 5.7 % 13.2 % 76 %
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限界周囲温度 FMP 45（HT 400 ℃）

プロセス接続部の温度 （T2） が -40 ℃よ り 低いか +80 ℃よ り 高い場合、 許容周囲温度 （T1） は
図に示すよ う に制限されます （温度デ ィ レーテ ィ ング）。

L00-FMP45xxx-05-00-00-en-002

FMP 45（XT 280 ℃）

プロセス接続部の温度 （T2） が -40 ℃よ り 低いか +80 ℃よ り 高い場合、 許容周囲温度 （T1） は
図に示すよ う に制限されます （温度デ ィ レーテ ィ ング）。

L00-FMP45xxx-05-00-00-en-003

保存温度 － 40 ℃～＋ 80 ℃

°

°

°

°

°

°

°

°
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保護等級 • ハウジング密閉時 ：
- ハウジング F12/T12 ： IP68、 NEMA6P （水面下 1.83 m で 24 時間）
- ハウジング F23 ： IP69K （電線口 M20 G ½ および NPT ½ を併用）
- IP66、 NEMA4X

• ハウジング開放時 ： IP20、 NEMA1 （デ ィ スプレ イの気密保護を含む）

気候ク ラ ス DIN EN 60068-2-38 （テス ト  Z/AD）

耐振動性 DIN EN 60068-2-64 ／ IEC 68-2-64: 20 ～ 2000 Hz、 1 （m ／ s2） 2 ／ Hz

プローブの洗浄 アプ リ ケーシ ョ ンによ っては、 汚れや付着物がプローブに堆積し ます。 堆積が、 薄 く 、 均一な場
合は、 測定への影響も少しです。 厚い場合は、 信号が減衰し、 測定レンジが減少し ます。 かな り
の厚み、 不均一な付着、 結晶化し ている場合などは、 誤った測定結果を も た ら し ます。 こ のよ う
な場合、 非接触型の測定方法を採用するか、 定期的にプローブの付着物を検査される こ と をお
勧めし ます。

 電磁適合性 （EMC） EN 61326 および NAMUR 推奨基準 EMC （NE21） に従 う 電磁適合性。 詳細は 「適合性の宣言」 に
記し てあ り ます。
アナロ グ信号だけを使用する場合には標準的な取 り 付けケーブルで十分です。 重畳的な通信信号
（HART） を扱 う 場合には、 シール ド付ケーブルを使用し て く ださい。

金属タ ン クおよびコ ン ク リ ー ト タ ン ク にプローブを設置する場合、 あ るいはコ アキシャルプ
ローブを使用する場合
• 干渉波の放出は EN 61326 - x シ リ ーズに従 う ： Class A equipment
• 干渉波の適合性は EN 61326 - x シ リ ーズに従 う ： 工業分野および NAMUR 推奨基準 NE 21

（EMC） の必要条件

ロ ッ ド と プローブが、 シール ド / 金属壁がな く （例 ： プラ スチッ ク製や木製）、 強い磁場が存在
する環境に設置されている場合、 測定値は影響を受ける こ と があ り ます。
• 干渉波の放出は EN 61326 - x シ リ ーズに従 う ： Class A equipment
• 干渉波の適合性 ： 強い磁場によ り 、 測定値は影響を受けます。
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10.1.5 動作条件／プロセス

プロセス温度レ ンジ プロセス接続部 （測定ポイ ン ト の図を参照） での最高許容温度は使用するプロセス接続によ り
決定されます。

L00-FMP45xxx-05-00-00-en-001-001

プロセス圧力の限界 このページの圧力 / 温度図を参照。
選択し たプロセス接続によ り 図の値よ り 低 く なる場合があ り ます。
圧力レー ト はフ ラ ンジの リ フ ァ レン ス温度を 20 ℃ （ASME フ ラ ンジでは 100 °F） と し ています。 
圧力／温度の依存関係に注意し て く ださい。

高温度の許容圧力値については、 次の基準を参照し て く ださい。
• EN 1092-1: 2001 Tab. 18

温度の安定性特性について、 材質 1.4435 と  1.4404 は 13E0 in EN 1092-1 Tab. 18 に分類されて
います。 2 材質の化学成分は同じです。

• ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2-2.2 F316
• ASME B 16.5a - 1998 Tab. 2.3.8 N10276
• JIS B 2220

°
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プロセス と接触する材質

比誘電率 • ロ ッ ド プローブ ： εr ≥ 1.6、 口径 ≤ 150 mm の金属パイプに取 り 付ける場合 ： εr ≥ 1.4
• コ アキシ ャルプローブ ： εr ≥ 1.4

10.1.6 機械的な構造

プローブ長の許容差

重量

材質 • ハウジング ：
- ハウジング F12/T12 ： アル ミ ニウ ム （AlSi10Mg）、 耐海水性、 ク ロ ム酸エステル下地処理、

粉体塗装
- ハウジング F23 ： 316L 高耐食ステンレ ス スチール

• 窓 ： ガ ラ ス

ロッドおよびコアキシャルプローブ

プロセス接続 ステンレ ス スチール ： 1.4435/316L

ア ロ イ C22

セ ラ ミ ッ ク ： Al2O3, 99.7%

純グ ラ フ ァ イ ト

プローブ ステンレ ス スチール ： 1.4435/316L

ロッドプローブ

最低 1 m 3 m 6 m

最高 1 m 3 m 6 m

許容値（mm） - 5 - 10 - 20 - 30

XT バージョン（最大 280 ℃） HT バージョン（最大 400 ℃）

ロッドプローブ コアキシャル
プローブ

ロッドプローブ コアキシャル
プローブ

重量

F12 または T12 

ハウジングの場合

約 8.5 kg

＋

約 1.6 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

約 8.5 kg

＋

約 3.5 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

約 9.5 kg

＋

約 1.6 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

約 9.5 kg

＋

約 3.5 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

重量

F23 ハウ ジングの場合

約 12 kg

＋

約 1.6 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

約 12 kg

＋

約 3.5 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

約 13 kg

＋

約 1.6 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量

約 13 kg

＋

約 3.5 kg ／ m

プローブ長

＋

フ ラ ンジ重量
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10.1.7 認証と 認定

CE マーク 計測システムは EC ガ イ ド ラ イ ンの法的要求に準拠し ています。 関連の 「EC 適合性の宣言」 に
リ ス ト されていますが、 同時に規格に適応し ています。 エン ド レ スハウザー社は機器が要求され
たテス ト に合格し た事を本体の CE マーク によ り 示し ています。

製造宣言 許容圧力、 温度、 負荷サイ クル ： EN 13445、 AD-データ シー ト S2 （FMP 45 用）

Ex 認定用 装置は防爆エリ アで使用する よ う 認証さ れていま す。 型式銘板に安全注意事項が記さ れていま す。
• ヨーロ ッパ ： EC タ イプ検査証明書、 安全注意事項 XA
• USA ： FM 認定、 制御図
• カナダ ： 互換性の CSA 証明書、 制御図
• 中国 ： NEPSI 防爆適合宣言、 安全注意事項 XA
• 日本 ： Ex 装置の TIIS 証明書

証明書 （XA、 ZD、 ZE） の装置への割当て

1） F12/F23/T12-OVP ハウジング： 本質安全電源と  B、 D または F 電子部を備えています。
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あふれ防止 WHG については、 ZE 256F/en を参照
SIL 2、 4 ～ 20 mA 出力信号 (SD174F/00/en " 機能安全マニュ アル " 参照

電気通信 FCC Part 15 に従 う 。 すべてのプローブは Class A デジ タル装置の要求事項を遵守し ています。
金属タ ン ク に設置さ れる すべてのプロ ーブは、 Class B デジタ ル装置の要求事項も 遵守し てい
ま す。

規格と ガ イ ド ラ イ ン ヨーロ ッパ指令と基準は、 関連の EC 「適合性の宣言」 から適用でき ます。 レベルフ レ ッ ク ス M 
には以下も適用されます。

EN 60529

ハウジングによ る保護等級 （IP コード）

NAMUR - 化学工業 ・ 測定制御基準委員会

• NE 21
産業プロセス と ラ ボ用制御装置の電磁適合性 （EMC）

• NE 43
デジ タル伝送器障害情報に関する信号レベルの標準化

圧力機器指令 FMP45 は、 97/23/EC 指令 （圧力機器指令） に該当し ます。 圧力ア ク セサ リ ー、 容量 < 0.1L、 カ
テゴ リ ? に対応し ます。 適合評価は、 モジュール A （EN 13445 によ る設計と、 AD200 技術仕様）
によ って実施されます。 FMP 45 は、 20 MPa 以上の不安定なガスには適し ません。

10.1.8 関連ド キュ メ ント

! 注意 ! 
この補足ド キ ュ メ ン ト は、 www.endress.com の製品ページに記載されています。

• 技術仕様書 （TI386F）
• 安全マニュ アル " 機能安全マニュ アル " （SD174F）
• 証明書 "Allgemeine bauaufsichtliche Zulassung" （ド イ ツ構造工学研究所によ る認定）

（ZE256F/00/en）
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11 付録

11.1 HART 操作メ ニュ ー（ディ スプレイ モジュ ール）

L00-FMP4xIxx-19-00-01-en-003
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L00-FMP4xIxx-19-00-02-en-003
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11.2 機能の説明

! 注意 ! 
機能グループ、 機能、 およびパラ メ ータの詳細な説明については、 取扱説明書 BA366F -  " 機能
説明書 " を参照し て く ださい。

11.3 機能と システム設計

レベルフ レ ッ ク スは、 ToF 法 （ToF ＝ Time of Flight、 飛行時間計測法） に基づいて動作する 
“下方向” の計測システムです。 つま り 、 基準点 （測定装置のプロセス接続部 → 14 ページ） と測
定対象物表面と の距離を測定し ます。 高周波のパルスがプローブに伝播され、 プローブに沿って
誘導されます。 パルスは、 測定対象物表面 （比誘電率変化面） で反射し、 電気的な評価単位で受
信され、 レベル情報に変換されます。 こ の方式は、 時間領域反射測定法 （Time Domain 
Reflectometry、 TDR） と も呼ばれています。

L00-FMP4xxxx-15-00-00-en-006

図 3 測定基準点に関し ては→ 14 ページをご覧く ださ い。

比誘電率

測定物の比誘電率 (DC) は、 高周波パルスの反射度合いに直接影響し ます。 DC 値が高い水、 また
はアンモニア水などの場合は、 パルスの反射が強 く な り ます。 それに対し、 DC 値の低い炭化水
素などの場合は、 パルスの反射が弱 く な り ます。
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11.3.1 入力

反射されたパルスは、 プローブから電子部に伝送されます。 マイ ク ロプロセ ッ サーは信号を分析
し、 測定対象物表面における高周波パルスの反射によ って発生し たレベルエコーを特定し ます。 
この明晰な信号検出には、 PulseMaster® ソ フ ト ウ ェ アの開発に集大成されるパルス飛行時間計測
手順についての幾年にもわた る経験が生か されています。
測定対象物表面までの距離 D は、 パルスの飛行時間に比例し ます。
D ＝ c ? t/2、
c は光速

調整時の 0％距離 E はシステムに認識されている ため、 レベル L が次のよ う に算出されます ：
L ＝ E – D
"E" の測定基準面については、 → 82 ページを参照し て く ださい。

レベルフ レ ッ ク スは、 ユーザが活用でき る ノ イ ズ反射除去機能を備えています。 内部構造物や支
柱などからの ノ イ ズ反射がレベルエコーと誤認識されないよ う にし ます。

11.3.2 界面計

高周波パルスが測定物の表面に達し た時、 一定割合の伝送パルス しか反射されません。 特に比誘
電率が低い （DC1） 測定物では、 残 り の伝送パルスが測定物に浸透し ます。 パルスは比誘電率が
高い （DC2） 別の測定物に当た り 、 界面点でも う 一度反射されます。 界面層までの距離は、 上部
の測定物を通過するパルスの遅延時間を考慮し た上で、 判断する こ と ができ ます。

L00-FMP43xxx-15-00-00-en-002

11.3.3 出力

レベルフ レ ッ ク スは、 出荷時に仕様通 り のプローブ長に合わせて事前校正されています。 その
ため、 ほ と んどの場合自動的に装置を計測コ ンデ ィ シ ョ ンに適合させる アプ リ ケーシ ョ ンパラ
メ ータ を入力するだけです。 電流出力用モデルでは、 ゼロ点 （E） と スパン （F） は 4 mA および 
20 mA、デジ タル出力と本体デ ィ スプレ イ表示は 0％および 100％に工場調整されています。 手動
または半自動入力されたテーブルに基づ く 最大 32 点の リ ニア ラ イゼーシ ョ ン機能を、 機器本体
または遠隔操作で有効にでき ます。 こ の機能を使用する と、 例えばレベルを体積または質量の単
位に変換でき ます。
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11.3.4 測定システム

機器単体での測定ポイ ン ト

• 電源は電線 （4 線式） も し く は伝送器電源供給ユニ ッ ト （2 線式） から直接供給されます。
• 機器本体の内蔵表示デ ィ スプレ イによ る操作も し く は HART プロ ト コルによ る遠隔操作。

L00-FMxxxxxx-14-00-06-en-008

HART 通信抵抗が供給装置に接続されていない場合、 HART プロ ト コル通信が実行されません。
必要な らば 250 通信抵抗を 2 線 に接続する必要があ り ます。

機器本体での操作

• 表示 / 操作モジュール VU331 によ る操作
• パーソナルコ ンピ ュータ と、 FXA193 （RS232C） または FXA291 プラ ス ToF アダプタ FXA291

（USB） と、 エン ド レ スハウザー社製操作ソ フ ト ウ ェア と によ る操作。
FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社製の装置のためのグ ラ フ ィ ッ ク操作ソ フ ト ウ ェアです。
これは、 飛行時間計測法に基づいて動作し ます （レーダー、 超音波、 誘導マイ ク ロ イ ンパル
ス）。 このソ フ ト ウ ェ アは、 設定、 データバッ ク ア ッ プ、 信号解析、 測定ポイ ン ト の文書化に
役立ちます。

11.3.5 特許

本製品は、 次に リ ス ト し た少な く と も 1 つの商標によ って保護されています。
これら以外にも申請中の特許があ り ます。

• US 5,661,251 i EP 0 780 664
• US 5,827,985 i EP 0 780 664
• US 5,884,231 i EP 0 780 665
• US 5,973,637 i EP 0 928 974

–

‘

°

‘

°

•
•





■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA365F/33/ja/03.08 (11.08)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 745-0814 山口県周南市鼓海 2-118-46

Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464
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